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5.1 評価の進め方 

5.1.1 評価方針 

(1) 評価の方針  

「5.水質」では評価として「水質の評価」、「水質保全施設の評価」を行う。  

「水質の評価」では、貯水池、流入･放流地点及び下流河川における水質調査結果を

もとに、九頭竜ダム流入･放流水質の関係から見た九頭竜ダム貯水池の影響、経年的水

質変化から見た九頭竜ダム流域及び九頭竜ダム貯水池の影響、水質障害の発生状況と

その要因について評価するとともに、改善の必要性を示す。  

「水質保全施設の評価」では、九頭竜ダムに導入した既存の水質保全施設の導入背

景、施設計画、設置状況、施設運用状況を整理するとともに、改善目標とした水質、

期待した効果を満足しているかを評価する。  

 

(2) 評価期間 

九頭竜川の水質データは、昭和 45（1970）年から下流河川の環境基準点（荒鹿橋）

で観測が開始されている。また、九頭竜ダム関係の水質データは、昭和 43（1968）

年 7 月から管理が開始された後、昭和 48（1973）年 5 月以降について記録が残され

ており、九頭竜ダム建設前の水質データはない。  

以上の水質データの存在状況から、水質における整理期間は、ダム管理開始後の昭

和 48（1973）年 5 月～平成 24（2012）年とし、評価期間は平成 20 年(2008)～平成

24 年(2012)の５ヶ年を対象とする。  

 

(3) 評価範囲 

水質の評価範囲は、貯水池流入地点である No.1 から、真名川合流後の環境基準点

である荒鹿橋までとする。なお、さらに下流側の環境基準点である中角橋については、

鳴鹿大堰の湛水影響も含まれることから、ここでは評価範囲から除外する。  
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5.1.2 評価手順 

 

当該施設における水質に関する評価を図 5.1-2 に示す手順で検討する。 

(1)必要資料の収集･整理 

(2)基本事項の整理 

(3)水質状況の整理 

(4)社会環境からみた汚濁源の整理 

(5)水質の評価 

(6)水質保全施設の評価 

(7)まとめ 

 

(1) 必要資料の収集･整理  

評価に必要となる基礎資料として、自然･社会環境に関する資料、九頭竜ダムの水質

調査状況、水質調査結果、九頭竜ダムの諸元、水質保全対策の諸元を収集整理する。  

 

(2) 基本事項の整理  

水質に関わる評価を行うにあたり基本的な事項となる、環境基準の類型指定、水質

調査地点及び調査期間と水質調査状況を整理する。  

 

(3) 水質状況の整理  

定期水質調査を基本として、流入･下流河川及び貯水池内の水質状況を整理するとと

もに、水質障害の発生状況についても整理する。  

 

(4) 社会環境からみた汚濁源の整理  

ダム貯水池や下流河川の水質は、貯水池の存在による影響だけでなく、流域の土地

利用の変化や生活排水対策状況の変化の影響も受ける。特に流域環境の影響を受ける

場合には、負荷量の状況について検討を行い、水質変化の要因の考察に資するものと

する。 

 

(5) 水質の評価  

水質の評価項目は、対象水系においてダムが存在することによって水質に及ぶ影響

項目を選定する。  

ダムの存在によって変化する事象としては、止水環境の形成、洪水の一時貯留、流

況の平滑化、ダム湖出現による利活用が挙げられる。これに伴い、水質に及ぶ影響項

目としては、水温躍層の形成、洪水後の微細土砂の浮遊、基礎生産者の変遷、流域負

荷のため込み、ダム操作が挙げられる。  

これら水質に及ぶ影響項目から、ダム貯水池で評価すべき事項として、環境基準項

目、水温の変化、土砂による水の濁り、富栄養化、底質、下流河川への影響を取り上

げることにする。  
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1) 概要 

九頭竜川を流れる水は、奈良時代から荘園への灌漑用水として利用され、十郷

用水や大野盆地の七ヶ用水等が開発された。その後、江戸時代には藩の財政や民

政の安定を図るため鳴鹿大堰所を普請し、右岸では十郷用水から新江・高椋・磯

部・春近など幾つかの用水を分けて坂井平野のほとんど全域を養い、左岸では芝

原用水、十六ヶ用水を福井の方へ導き、大野盆地では堀兼用水等が開発された。

これらの用水のほとんどが、現在の灌漑用水の原点となっている。  

 

2) 経年的水質変化の評価  

流入水質と放流水質の経年変化から貯水池の存在による影響を評価する。  

 

3) 冷水･濁水長期化･富栄養化現象に関する評価  

九頭竜ダムの建設に伴い、水質障害である冷水現象、濁水長期化現象、富栄養

化現象が頻繁に発生している場合、流入・放流量、流入・放流水温、流入・放流

SS、管理運用情報等を整理し、発生原因の分析を行い、改善の必要性を検討する。  

 

(6) 水質保全施設の評価  

冷水現象、濁水長期化現象、富栄養化現象といった九頭竜ダム貯水池の出現により

生じた、もしくは生じることが予測された問題に関して、各種水質保全対策を設置す

ることにより対策を講じている場合がある。ここでは、これら水質保全対策の設置状

況を整理するとともに、これらの効果について評価を行う。  

 

(7) まとめ 

水質の評価、水質保全施設の評価を整理し、改善の必要性等を整理する。  
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5.1.3 九頭竜ダム貯水池の水質に関わる外的要因  

以下に示す九頭竜ダム貯水池の水質に関する特性･条件を念頭におき、九頭竜ダム貯水

池の水質に関する整理･評価を行っていくものとする。  

 

(1) 九頭竜ダムの流域概要  

九頭竜ダムは九頭竜川水系九頭竜川の上流部に位置し、集水面積 184.5km2 を有し

ている。 

また、間接流域として石徹白川流域 117km2 を有し、三面谷川、石徹白ダム(石徹白

川)、智奈洞谷川より最大 26m3/s の導水を行っており、九頭竜ダムからの発電取水は

下流の鷲ダム貯水池に放流する。主な流入河川は九頭竜川、伊勢川、荷暮川などであ

る。 

また、九頭竜ダムの上流域は、森林に覆われた人為汚濁の少ない流域である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1.1 九頭竜ダム上流域の状況 

 

荒鹿橋 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-5 

(2) 回転率 

九頭竜ダムは、平成 19(2007)年から平成 24(2012)年の揚水量を考慮した平均年回

転率が 2.2 回/年、7 月の回転率が 0.28 回/月であり、回転率と成層の関係から、「成

層が形成される可能性が十分ある」に分類される。  

一般的に、成層が形成され貯水池表層部の水温が上昇すると、水温躍層上層部に植

物プランクトンが増殖しやすい条件（光条件、栄養塩条件、滞留条件など）が形成さ

れ、富栄養化現象を生じることがある。また、成層の形成により底層部の流動が小さ

くなり、嫌気化に伴う溶出現象や、ダム運用に伴う下流河川の冷水・温水現象などの

影響が生じることがある。  

 

(3) 貯水位変動  

九頭竜ダムの貯水位管理は、平常時最高貯水位は通年で EL560.0m で管理している。

また、平常時最高貯水位と低水位 EL529.0m の間で発電利用している。このため、貯

水位は EL529.0m～EL560.0m の間の 30m 程度の変動幅で上昇・下降している。  

このような運用を行うダム貯水池では、一般的に水位変動時期において水位低下に

よる冷水放流、水位上昇時期の貯め込みによる濁水長期化などの現象が生じることが

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：九頭竜川ダム統合管理事務所 管内図 平成 19 年 3 月】 

図 5.1.2 九頭竜ダム横断面図 

 

(4) 放流設備の目的  

九頭竜ダムは洪水調節、発電を目的とした多目的ダムであり、主な放流施設として

は洪水吐および発電取水口がある(図 5.1.3)。また、ダム直下に位置する鷲ダム貯水池

との間で、発電取水設備を通して取水と揚水を交互に行っている。  

図 5.1.4 に示したように発電取水設備は、5 段式表面取水ゲートを配備し、低水位

EL529m 以上の範囲で取水ができるが、表面取水ゲートの運用は、4 月第 2 月曜日～

8 月 31 日は表層取水、それ以外ではゲート全開による取水を行っている。  
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【出典：九頭竜川ダム統合管理事務所資料】 

図 5.1.3 九頭竜ダム横断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：九頭竜川ダム統合管理事務所資料】 

図 5.1.4 発電取水設備 
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5.2 基本事項の整理 

5.2.1 環境基準類型指定状況の整理  

環境基準とは、人の健康の保護および生活環境の保全のための目標であり、環境基本法

第 16 条に基づいて設定されるものである。環境基準は「維持されることが望ましい基準」

であり、水質汚濁についても対象となっている。  

九頭竜川の類型指定状況は表 5.2-1 および図 5.2.1 に示すとおりである。福井県告示

第 209 号（昭和 47（1972）年 3 月 31 日）において、石徹白川合流点から上流の水域

が九頭竜ダム貯水池を含め河川 AA 類型、石徹白川合流点から日野川合流点までの水域

が河川 A 類型、日野川合流点から下流の水域が河川 B 類型に指定されている。  

なお、平成 15（2003）年 11 月には水生生物保全の観点から全亜鉛が生活環境項目に

追加されたが、現在の所、九頭竜川水系については類型のあてはめは行われていない。  

 

表 5.2-1 九頭竜川における水質汚濁に係る環境基準の水域類型の指定状況 

水域名 基準地点 水域の範囲 該当類型 達成 

期間※ 

告示年月日 備考 

九

頭

竜

川 

九頭竜川 

上流 

九頭竜ダム 

(No2 箱ヶ瀬地点) 

石徹白川合

流点から上

流の水域 

河川 AA イ 

昭和 47 年 

3 月 31 日 

福井県告示 

第 209 号 

九頭竜川 

中流 

荒鹿橋 

中角橋 

(高屋橋) 

石徹白川合

流点から日

野川合流点

までの水域 

河川 A ロ 

九頭竜川 

下流 

布施田橋 

(九頭竜川河口) 

日野川合流

点から下流

の水域 

河川 B イ 

※イ：直ちに達成、ロ：5 年以内で可及的速やかに達成 

【出典：福井県告示第 209 号 昭和 47 年 3 月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 23 年度 九頭竜ダム年次報告書 平成 25 年 3 月】 

図 5.2.1 環境基準類型指定状況 
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表 5.2-2 生活環境項目水質環境基準(河川) 

項 

目 

 

類

型 

利用目的の 

対応性 

基準値 

該当 

水域 

水素イオン 

濃  度 

(pH) 

生物化学的 

酸素要求量注 2 

(BOD) 

浮遊 

物質量 

(SS) 

溶存 

酸素量 

(DO) 

大腸菌群数 

AA 

水道 1 級 

自然環境保全 

及び A以下の欄に

掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 

1mg/L 

以下 

25mg/L 

以下 

7.5mg/L 

以上 

50MPN 

/100mL 

以下 

石徹白

川合流

点から

上流 

A 

水道 1 級・水産 1

級水浴 

及び B以下の欄に

掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 

2mg/L 

以下 

25mg/L 

以下 

7.5mg/L 

以上 

1,000MPN 

/100mL 以

下 

石徹白

川合流

点から

日野川

合流点 

B 

水道 3 級・水産 2

級及び C以下のラ

ンに掲げるもの 
6.5 以上 

8.5 以下 

3mg/L 

以下 

25mg/L 

以下 

5mg/L 

以上 

5,000MPN 

/100mL 以

下 

(日野川

合流点

から下

流) 

(注) 

1. 自然環境保全 : 自然探勝等の環境保全 
2. 水道 1級   : ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

水道 2 級   : 沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
水道 3 級   : 前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 

3. 水産 1 級   : ヒメマス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産 2 級及び水産 3 級の水産生
物用 

水産 2級   : サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型水域の水産生物用並びに水産 3級の水産生物用 
水産 3 級   : コイ、フナ等富栄養湖型の水域の水産生物用 

4. 工業用水 1 級 : 沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 
工業用水 2 級 : 薬品注入等による硬度の浄水操作、又は特殊な浄水操作を行うもの 
工業用水 3 級 : 特殊な浄水操作を行うもの 

5. 環境保全   : 国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む)において不快感を生じない限度 
6. 水産 1種   : サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産 2種および水産

3 種の水産生物用 
水産 2 種   : ワカサギ等の貧栄養湖型の水域の水産生物用および水産 3 種の水産生物用 

水産 3 種   : コイ、フナ等の水産生物用 

注1 T-N、T-Pについては基準値は設定されていない。 

注2 生物化学的酸素要求量(BOD)については、75%水質値をもって基準達成状況を評価する。 

【出典：環境省告示第 59 号 最終改正 環境省告示第 123 号 平成 15 年 11 月】 
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5.2.2 定期水質調査地点と対象とする水質項目  

九頭竜ダムでは、流入河川、貯水池内及び下流河川において計 10 地点で水質調査を実

施している。これに加え、ダム下流地点の水質を評価するための地点として環境基準点の

荒鹿橋を含めた計 11 地点を対象に整理を行う。調査地点図を図 5.2.2 に示す。 

なお、本報告書においては、以下に示す調査項目を対象として評価を実施する。  

 

<<調査項目>> 

 水温、濁度 

 生活環境項目 : pH、BOD、COD、SS、DO、大腸菌群数、T-N、T-P 

 健康項目 : カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水

銀、PCB、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジ

クロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタ

ン、1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエ

チレン、1,3-ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベンカル

ブ、ベンゼン、セレン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう

素 

 無機態窒素：アンモニウム態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素 

 無機態リン：オルトリン酸態リン 

 クロロフィル a 

 植物プランクトン 

 底質 

 

表 5.2-3 調査地点一覧 

 No. 調査地点名 

流入河川 No.1 ダム流入地点 

No.8 大谷橋付近 

No.9 支川流入地点 

貯水池内 No.2 箱ヶ瀬橋地点 

No.3 ダム湖内 

No.4 ダム湖内 

No.6 ダムサイト 

下流河川 No.7 鷲ダム 

－ 荒鹿橋(環境基準点) 

 

 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 23 年度 九頭竜ダム年次報告書 平成 25 年 3 月】 

図 5.2.2(1) 調査地点図（九頭竜ダム、鷲ダム貯水池） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 23 年度 九頭竜ダム年次報告書 平成 25 年 3 月】 

図 5.2.2(2) 調査地点図（九頭竜ダム、鷲ダム下流） 
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5.2.3 定期水質調査状況の整理  

(1) 定期水質調査の概要  

九頭竜ダムにおいて実施されている定期調査の概要を表 5.2-4 に示す。  

 

表 5.2-4 九頭竜ダム定期調査の概要 

調査項目 調査地点 調査深度 調査頻度 

水温 

濁度 

DO 

No.1(ダム流入地点) 

No.2(箱ヶ瀬橋地点) 

No.3(ダム湖内) 

No.4(ダム湖内) 

No.6(ダムサイト) 

No.7(鷲ダム) 

No.8(大谷橋付近) 

No.9(支川流入地点) 

・ダム湖内の測定については、

0.1m、0.5m、1m 以下 1m～5m 

1 回／月 

(3 月～12 月) 

生活環境項目 

(DO を除く) 

注)荒鹿橋については、 

T-N、T-P の測定は行っ 

ていない。 

No.1(ダム流入地点) 

No.2(箱ヶ瀬橋地) 

No.4(ダム湖内) 

No.6(ダムサイト) 

No.7(鷲ダム) 

No.8(大谷橋付近) 

No.9(支川流入地点) 

・ダム湖の採水は 3 層 

(0.5m、1/2 水深、底上 1m) 

1 回／月 

(3 月～12 月) 

※無機態窒素、 

無機態リンは 

No.2、No.6 

のみで実施 クロロフィル a 

無機態窒素 

無機態リン 

注)荒鹿橋では、測定は 

行っていない。 

荒鹿橋(基準地点)： 

福井県調査 － 

6 回／年 

(偶数月) 

健康項目 No.2(箱ヶ瀬橋地) 

No.6(ダムサイト) 

・表層(0.5m) 1 回／年 

荒鹿橋(基準地点)： 

福井県調査 
－ 

2 回／年 

植物プランクトン No.2(箱ヶ瀬橋地) 

No.6(ダムサイト) 

・表層(0.5m) 1 回／月 

(3 月～12 月) 

底質 No.6(ダムサイト) ・1 層(堆積泥表層) 1 回／年 

 

 

 

 

 

 

 

・生活環境項目(DO を除く):pH,BOD,COD,SS,大腸菌群数,T-N,T-P,亜鉛 

・健康項目：カドミウム,全シアン,鉛,6 価クロム,ヒ素,総水銀,アルキル水銀,PCB,ジクロロメタン, 

四塩化炭素,1,2-ジクロロエタン,1,1-ジクロロエチレン,シス-1,2-ジクロロエチレン, 

1,1,1-トリクロロエタン,1,1,2-トリクロロエタン,トリクロロエチレン, 

テトラクロロエチレン,1,3-ジクロロプロペン,チウラム,シマジン,チオベンカルブ, 

ベンゼン,セレン,ふっ素,ほう素 

・無機態窒素:アンモニウム態窒素,亜硝酸態窒素,硝酸態窒素 

・無機態リン:オルトリン酸態リン 
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(2) 水質調査実施回数  

ダム管理開始年(昭和 43(1968)年 7 月)以降での生活環境項目と健康項目の調査回数

実績を整理して表 5.2-5 に示す。 

生活環境項目及びクロロフィル a については、調査開始から昭和 56(1981)年まで

は調査頻度にばらつきがあるものの、昭和 57(1982)年以降は概ね年 10 回程度（1,2 月

を除く月に実施）の調査が実施されている。また、昭和 59(1991)年以降に流入支川や

湖内地点の調査も追加されている。  

健康項目は、ダム調査地点においては、箱ヶ瀬橋（No.2）およびダムサイト（No.6）

で調査を実施しており、近年は観測検体数を徐々に減じている状況である。  

 

表 5.2-5(1) 主要水質調査状況（流入・下流河川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

※表中の網掛けは調査実施を示す。 

 

表 5.2-5(2) 主要水質調査状況（流入・下流河川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

※表中の網掛けは調査実施を示す。 

 

水質項目 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 S64 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

No.1 ダム流入地点

No.8 大谷橋付近

No,9 支川流入地点

No,10 鷲ダムサイト

荒鹿橋 環境基準地点

No.1 ダム流入地点

No.8 大谷橋付近

No,9 支川流入地点

No,10 鷲ダムサイト

荒鹿橋 環境基準地点

No.1 ダム流入地点

No.8 大谷橋付近

No,9 支川流入地点

No,10 鷲ダムサイト

荒鹿橋 環境基準地点

No.1 ダム流入地点

No.8 大谷橋付近

No,9 支川流入地点

No,10 鷲ダムサイト

荒鹿橋 環境基準地点

水質調査地点

生活環境
項目

T-N・T-P

クロロ
フィルa

健康項目

水質項目 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 S64 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

No.2 箱ヶ瀬地点

No.3 ダム湖内

No.4 ダム湖内

No.5 ダム湖内

No.6 ダムサイト

No.1 箱ヶ瀬地点

No.8 ダム湖内

No,9 ダム湖内

No,10 ダム湖内

荒鹿橋 ダムサイト

No.1 箱ヶ瀬地点

No.8 ダム湖内

No,9 ダム湖内

No,10 ダム湖内

荒鹿橋 ダムサイト

No.1 箱ヶ瀬地点

No.8 ダム湖内

No,9 ダム湖内

No,10 ダム湖内

荒鹿橋 ダムサイト

生活環境
項目

T-N・T-P

クロロ
フィルa

健康項目

水質調査地点
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5.3 水質状況の整理 

5.3.1 水理･水文･気象特性  

(1) 流入量と降水量  

九頭竜ダムの昭和 43(1968)年から平成 24(2012)年までの年降水量の推移を図 5.3.1

に、ダム諸量と日降水量の推移を図 5.3.2 に示す。  

九頭竜ダム貯水池は、概ね年 20m～30m 程度の貯水位変動がある。  

九頭竜ダムは最大 266m3/s の揚水発電を行っているが、日当たりの揚水量は昭和

49(1974)年から減少し、昭和 50(1975)年から昭和 59(1984)年にかけては非常に少な

い状況が続いていたが、昭和 60(1985)年～平成 8(1996)年に一端増加し、その後再び

減少している。  

また、揚水発電により、日最大 50cm 程度水位が変動する場合がある。  

なお、九頭竜ダムにおける年降水量は至近 10 ヶ年(平成 15 年～平成 24 年)平均ン

は、2,425mm/年である。平成 19 年以降では、平成 22 年が 3,354mm と最大、平成

20 年が 1,858mm と最小であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：九頭竜ダム管理年報 平成 19 年～平成 24 年】 

図 5.3.1 九頭竜ダムにおける年降水量の推移 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：九頭竜ダム管理年報 平成 19 年～平成 24 年】 

図 5.3.2 (1) 九頭竜ダムにおけるダム諸量と日降水量
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：九頭竜ダム管理年報 平成 19 年～平成 24 年】 

図 5.3.2(2) 九頭竜ダムにおけるダム諸量と日降水量 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：九頭竜ダム管理年報 平成 19 年～平成 24 年】 

図 5.3.2(3) 九頭竜ダムにおけるダム諸量と日降水量 

 

(2) 流況と回転率  

1) 流況 

九頭竜ダムの流況を表 5.3-1 及び図 5.3.3 に示す。また、表 5.3-1 には、年揚水量

を併せて示す。  

また、年揚水量は、管理開始後から昭和 50(1975)年にかけて減少し、その後、平成

元(1989)年にかけて横ばいであった。その後、平成 8(1996)年にかけて一端増加し、

その後再び減少傾向にある。  
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表 5.3-1 九頭竜ダムの流況（ダム流入量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：九頭竜ダム管理年報 平成 19 年～平成 24 年】 

図 5.3.3 九頭竜ダムの流況推移図 

最大流量※ 豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量 最小流量※ 年平均流量年総流入量 年揚水量

m3/s m3/s m3/s m3/s m3/s m3/s m3/s ×106m3 ×106m3

昭和44年 1969 185.97 33.99 16.83 11.96 5.82 3.33 28.00 880.31 479.18

昭和45年 1970 166.41 28.55 17.15 11.56 6.28 2.61 24.99 788.15 985.75

昭和46年 1971 164.33 34.55 19.70 12.90 3.68 3.68 27.79 87.53 441.66

昭和47年 1972 282.07 30.30 19.82 11.58 4.33 4.33 28.34 896.35 273.19

昭和48年 1973 112.62 21.46 13.25 9.61 4.77 4.77 18.69 589.39 631.22

昭和49年 1974 316.46 32.08 17.56 10.94 5.13 3.10 29.44 928.00 123.22

昭和50年 1975 466.93 29.31 15.57 10.29 5.62 3.30 24.92 785.74 21.29

昭和51年 1976 509.72 33.76 20.64 13.55 4.05 3.71 30.65 969.20 17.35

昭和52年 1977 155.85 23.80 13.67 8.50 2.85 2.84 27.33 672.66 2.01

昭和53年 1978 137.33 28.18 13.81 8.92 4.60 2.67 22.98 724.59 12.33

昭和54年 1979 179.16 24.74 15.79 9.50 5.46 3.37 22.04 695.11 5.89

昭和55年 1980 172.30 34.68 19.59 11.90 5.54 4.07 28.16 890.57 3.95

昭和56年 1981 221.24 35.38 14.00 8.94 4.16 2.31 27.90 879.86 17.41

昭和57年 1982 171.03 26.70 15.32 8.63 3.83 3.00 21.69 684.02 10.67

昭和58年 1983 226.22 31.11 17.05 10.90 5.36 2.80 26.97 850.40 32.55

昭和59年 1984 291.74 22.42 9.79 6.07 3.11 1.59 20.19 638.36 1.82

昭和60年 1985 201.75 36.47 18.08 9.74 4.69 2.06 27.51 867.59 24.10

昭和61年 1986 131.67 30.60 10.44 6.09 3.00 0.89 20.70 652.93 70.95

昭和62年 1987 135.74 21.62 12.70 8.53 4.18 2.41 18.73 590.67 38.15

昭和63年 1988 173.88 29.20 16.62 10.88 6.21 2.93 23.18 732.88 55.08

平成元年 1989 372.89 30.14 18.24 12.16 5.17 3.01 27.22 858.31 23.56

平成2年 1990 224.70 29.86 18.19 11.78 5.47 3.28 24.67 777.95 62.16

平成3年 1991 119.51 30.19 17.69 10.97 5.66 3.72 24.85 783.57 94.23

平成4年 1992 127.12 25.10 13.94 9.57 5.52 3.12 20.03 631.65 189.05

平成5年 1993 139.52 37.37 22.16 14.46 7.82 2.35 29.08 917.22 231.77

平成6年 1994 210.98 20.42 11.02 6.79 3.43 1.74 17.66 550.23 212.62

平成7年 1995 138.47 29.92 13.79 8.65 3.29 2.33 23.29 737.13 290.16

平成8年 1996 173.77 29.67 14.94 9.89 6.03 3.56 24.14 763.22 325.68

平成9年 1997 157.16 30.97 18.06 9.62 5.75 4.04 25.50 804.08 302.86

平成10年 1998 299.56 32.99 21.75 13.97 8.92 6.15 29.71 936.93 262.68

平成11年 1999 352.43 27.06 14.60 10.43 6.57 5.47 24.80 782.19 225.24

平成12年 2000 173.45 37.37 22.16 14.46 7.82 4.83 29.08 917.22 287.77

平成13年 2001 98.79 25.35 13.71 9.91 6.54 4.94 20.37 642.24 285.07

平成14年 2002 557.48 32.13 16.41 10.01 5.12 3.76 25.72 811.11 137.46

平成15年 2003 226.17 30.70 16.50 11.01 6.56 5.60 24.54 773.74 134.98

平成16年 2004 320.89 34.55 19.80 12.63 7.92 7.03 29.94 946.72 115.73

平成17年 2005 214.53 25.10 11.67 8.12 4.23 3.43 19.93 628.56 -

平成18年 2006 188.16 30.70 15.48 9.42 5.74 4.51 23.84 749.73 67.34

平成19年 2007 210.77 23.11 14.76 10.71 5.99 3.14 19.17 604.56 128.23

平成20年 2008 79.77 18.97 11.17 6.91 4.00 1.68 16.07 505.47 99.91

平成21年 2009 110.51 22.20 14.75 8.52 4.51 0.01 19.15 603.79 43.71

平成22年 2010 123.19 31.92 17.54 11.17 5.77 3.75 25.53 805.22 29.55

平成23年 2011 210.59 26.08 14.62 10.33 6.14 4.44 22.84 720.13 40.89

平成24年 2012 120.63 23.39 11.58 7.39 4.34 2.70 19.77 625.03 58.83

212.58 28.96 15.95 10.22 5.25 3.37 24.25 742.73 160.40

年

平均値
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2) 回転率 

次に、九頭竜ダムの回転率の経月変化を図 5.3.4 に示す。回転率の計算は揚水量を

考慮し、回転率＝(総流入量＋総揚水量)／平常時最高貯水位容量により計算した。  

九頭竜ダムの回転率は 3 月、4 月の融雪出水による流入、及び 7 月、9 月の降雨に

よる流入により大きくなる傾向にある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：九頭竜ダム管理年報 平成 19 年～平成 24 年】 

図 5.3.4 月回転率の経月変化 

 

（参考）貯水池成層化の可能性 

貯水池容量が流入量に比べて大きく、水の滞留時間が長い貯水池では春から秋

にかけて表層が温められ、表層に密度の小さい温かい水、底層には密度の大きい

冷たい水が存在し、その密度差によって表層水と深層水が分離する。これを貯水

池の成層化（水温躍層）といい、成層化により貯水池の富栄養化現象、底層の嫌

気化に伴う溶出現象、ダム運用に伴う下流河川の冷水・温水現象などを引き起こ

すことがある。  

一般的な貯水池の成層化の可能性について、回転率をパラメータとした概略判

定方法がある。多数の貯水池における調査結果から、年間回転率と水温成層が最

も安定化するとされる 7 月の回転率と成層化形成の関係により算出するものであ

る。 

九頭竜ダム貯水池の水交換の状況、並びにダム貯水池の成層状況を判定するた

め、ダム流入量に基づき年平均回転率と 7 月の回転率を算定した。その結果を図 

5.3.5 に示す。 

九頭竜ダムでは、平成 20 年～平成 24 年の平均年回転率αは、流入量のみ考慮

した回転率では、2.0 回/年、揚水量を考慮した回転率では 2.2 回/年、また 7 月の

回転率α7 は流入量のみ考慮した回転率では 0.24 回/月、揚水量を考慮した回転率

では 0.28 回/月であり、回転率と成層の関係から、「成層が形成される可能性が十

分ある」に分類される。 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：九頭竜ダム管理年報 平成 19 年～平成 24 年】 

図 5.3.5 平均年回転率と7 月の回転率算定結果 

 

 

【回転率と貯水池水温成層の関係】 

評価 α α7 

成層が形成される可能性が十分ある <10 <1 

成層が形成される可能性がある程度ある 10～30 1～5 

成層が形成される可能性がほとんどない 30< 5< 

α＝Ｑ0／Ｖ0、α7＝ＱM／Ｖ0 

ここで、Ｑ0：年間総流入量、Ｖ0：総貯水量、ＱM：7 月総流入量 

    α：平均年回転率、α7：7 月の回転率 

【出典：ダム貯水池水質用語集 平成 18 年 3 月】 
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(3) 基準点流量との比較  

ダム下流の中角地点における九頭竜ダム (年平均放流量－年平均揚水量)の寄与率を

確認するため、各年で九頭竜ダム (年平均放流量－年平均揚水量)／中角年平均流量を

算定した。その結果を図 5.3.6 に示す。 

これによると、中角地点の流量に対し、九頭竜ダムの放流水の量は 15～30％程度で

あることから、中角地点の水質に対する九頭竜ダムの放流水の影響は比較的小さいも

のと考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：九頭竜ダム管理年報 平成 19 年～平成 24 年】 

【出典：中角地点流量データ 昭和 52 年～平成 24 年】 

図 5.3.6 中角地点年平均流量と九頭竜ダム(年平均放流量－年平均揚水量)の比較 

 

(4) 気象 

九頭竜ダム流域近傍の気象庁観測所として大野地点と福井地点の年平均気温の経年

変化を図 5.3.7 に示す。 

両地点ともに、観測開始～平成 24(2012)年の間で年平均気温に増加傾向がみられて

おり、気温の上昇に伴う貯水池水温の上昇及び植物プランクトン種組成の変化等の水

質への影響が発生する可能性が考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：アメダス大野観測所気象資料 昭和 44 年～平成 24 年】 

図 5.3.7 近隣気象観測所における気温の経年変化 

 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-21 

5.3.2 水質の経年変化  

九頭竜ダムに関係する水質調査は下記の 11 地点で実施している。  

 

○流入河川：3 地点 

No.1(ダム流入地点)、No.8(大谷橋付近)、No.9(支川流入地点) 

○下流河川：3 地点 

No.7（鷲ダム湖内）（放流水）、No.10（鷲ダムサイト）、荒鹿橋（環境基準点）  

○貯水池内：5 地点 

No.2(箱ヶ瀬橋付近)、No.3(ダム湖内)、No.4(ダム湖内)、No.5(ダム湖内)、No.6(ダ

ムサイト) 

 

以下に、流入河川、下流河川、貯水池内の水質の経年変化をとりまとめた。  

 

(1) 流入河川及び下流河川  

ダム流入河川  (No.1、No.8、No.9)、放流水（No.7）、下流河川（荒鹿橋）の計 5 地

点を評価対象地点として、10 項目の経年変化について整理した  

経年的な変化としては、BOD75%値は放流水、下流河川でやや改善傾向、T-N は放

流水が近年増加傾向が認められた。また、大腸菌群数については平成元（1989）年以

降微増傾向にあるが、近年は横ばいである。その他の項目(水温、pH、DO、COD75%

値、SS、T-P、クロロフィル a)については経年的な増減の傾向は認められず、出水な

どの影響を受けた場合以外では、環境基準を満たす良好な水質となっている。  
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表 5.3-2 流入河川、放流水及び下流河川におけるの平均水質の経年変化のまとめ 

(H20～H24)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放流水 下流河川

河川A類型

No.1
(本川)

No.8
(導水※)

No.9
(支川)

No.7
(鷲ダム)

荒鹿橋

水温 ℃ 11.9 11.5 12.1 13.9 13.7

 流入河川に対して、放流水、下流河
川(荒鹿橋)では、2℃程度高い値とな
る。また、経年的に放流水及び下流河
川は横ばい、流入河川は低下傾向であ
る。

pH
(6.5以上、
8.5以下）

－ 7.5 7.6 7.7 7.5 7.6

 流入河川No.9が他地点と比較して若
干高いが、その他は概ね同程度であ
る。また、経年的な変化は見られな
い。

DO
(7.5mg/L以上)

mg/L 9.9 9.9 10.0 9.5 10.3

 　放流水No.7が他地点と比較して若
干低いが、その他は概ね同程度であ
る。また、経年的な変化は見られな
い。

BOD75%
(2mg/L)

mg/L 0.2 0.4 0.3 0.7 0.8

 長期的には低下傾向であるが、近年
6ヶ年では、流入河川は横ばい、放流
水、下流河川は若干の低下傾向であ
る。

SS
(25mg/L以下)

mg/L 1.0 3.5 1.4 1.5 1.7

 平成22年の流入河川No.8を除き概ね
同程度である。また、経年的な変化は
見られない。
平成22年は、融雪出水及び出水の影響
により高い濃度のデータの影響と考え
られる。

大腸菌群数
(1000MPN/100mL以下)

MPN/
100mL

260 500 364 189 2,521

 長期的には、流入河川は上昇傾向、
下流河川は低下傾向であるが。近年
6ヶ年では、流入河川・下流河川が上
昇傾向、放流水が低下傾向である。

COD75% mg/L 1.2 1.1 1.4 1.7 1.5

 長期的には、流入河川は上昇傾向、
下流河川は低下傾向であるが。近年
6ヶ年では、放流水・下流河川が低下
傾向、流入河川が横ばいである。

T-N mg/L 0.17 0.22 0.26 0.24 －

 全地点ともに長期的に上昇傾向であ
る。近年6ヶ年では放流水が上昇傾
向、その他が横ばいである。

T-P mg/L 0.004 0.009 0.007 0.006 －

 全地点とも全地点ともに経年的変化
は見られない。

クロロフィルa μg/L 0.6 1.0 0.8 3.4 －

 流入河川より放流水が高い傾向であ
る。また、経年的な変化は見られな
い。

項目
(環境基準値※)

単位

平均値(H20～H24)

内容

流入河川

河川AA類型
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.8 (1) 流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化 

※河川の環境基準値(AA･A 類型)をグラフ中に表示している。 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.8 (2) 流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化 

※河川の環境基準値(AA･A 類型)をグラフ中に表示している。
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.9 (1) 各地点における流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化（BOD） 

※河川の環境基準値（AA 類型・A 類型）をグラフ中に表示している。 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.9 (2) 各地点における流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化（pH） 

※河川の環境基準値（AA 類型、A 類型：同じ）をグラフ中に表示している。 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.9 (3) 各地点における流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化（DO） 

※河川の環境基準値（AA 類型・A 類型：同じ）をグラフ中に表示している。
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.9 (4) 各地点における流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化（SS） 

※河川の環境基準値（AA 類型・A 類型：同じ）をグラフ中に表示している。
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.9 (5) 各地点における流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化 

（大腸菌群数：平均値は算術平均） 

※河川の環境基準値（AA 類型・A 類型）をグラフ中に表示している。 

※平均値は算術平均(x1+x2+…+xn)/n で算定している)
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.9 (6) 各地点における流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化 

（大腸菌群数：平均値は幾何平均） 

※河川の環境基準値（AA 類型・A 類型）をグラフ中に表示している。 

※幾何平均 n
n xxx  　21 で算定している。
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.9 (7) 各地点における流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化（COD） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.9 (8) 各地点における流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化（T-N）
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.9 (9) 各地点における流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化（T-P）
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.9 (10) 各地点における流入河川、放流水及び下流河川の水質の経年変化 

（クロロフィルa） 
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(2) 貯水池内 

九頭竜ダム貯水池の水質について、No6(ダムサイト地点)の表層、中層、底層の 3 層

を対象に、10 項目の経年変化について整理した。経年的な変化としては、近年 T-N 及

び大腸菌群数に増加傾向が認められる。その他の項目（水温，pH，SS，DO，BOD，

COD，T-P，クロロフィル a）については、経年的な変化は認められなかった。  
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表 5.3-3 貯水池内（No.2：箱ヶ崎橋）における平均水質の経年変化のまとめ 

（H20～H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上層 中層 底層 ３層平均

水温 ℃ 16.6 10.2 5.5 10.8

表層で上昇傾向である。中層、底層は
経年的な変化は見られない。

pH
(6.5以上、
8.5以下）

－ 7.9 7.3 7.0 7.4

表層は中・底層と比較して高い値で推
移している。経年的には、表層で上昇
傾向、中層、底層は変化は見られな
い。

DO
(7.5mg/L以上)

mg/L 9.6 8.8 7.9 8.8

経年的な変化は見られない。
表層が10mg/L程度、中層8～9*程度、
底層が7～8程度で推移している。

BOD75%
(2mg/L)

mg/L 0.9 0.7 0.5 0.7

長期的に低下傾向であるが、近年5ヶ
年では、ほぼ横ばいである。

SS
(25mg/L以下)

mg/L 2.3 2.1 3.7 2.7

経年的に変化傾向はない。全層ともに
5mg/L以下で推移している。

大腸菌群数
(1000MPN/100mL以下)

MPN/
100mL

74 154 101 110

各層ともに長期的には上昇傾向である
が、平成19年をピークに、近年5ヶ年
は低下傾向である。

COD75% mg/L 2.1 1.7 1.3 1.8

平成15年より上昇傾向を示し、近年
5ヶ年では、横ばいである。

T-N mg/L 0.25 0.26 0.34 0.29

各層ともに長期的に上昇傾向である。
近年5ヶ年では、表層・中層が上昇傾
向、底層が横ばいである。

T-P mg/L 0.008 0.006 - -

各層ともに経年的な変化は見られな
い。

クロロフィルa μg/L 6.8 3.7 1.2 3.9

平成15年以降上昇傾向である。近年
5ヶ年では、表・中層が上昇傾向、底
層が横ばいである。

項目
(環境基準値※)

単位

平均値(H20～H24)

内容

河川AA類型

箱ヶ瀬橋（No.2）
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.10(1) 貯水池内の水質の経年変化(No.2：ダムサイト) 

※河川の環境基準値（AA 類型）をグラフ中に表示している。
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.10 (2) 貯水池内の水質の経年変化(No.2：ダムサイト) 

※河川の環境基準値（AA 類型）をグラフ中に表示している。 
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5.3.3 水質の経月変化  

流入河川、貯水池内及び下流河川における水質の経月変化のまとめを表 5.3-4 及び表 

5.3-5 に示す。 

(1) 流入河川及び下流河川  

流入河川と放流水、下流河川における水質の経月的な変化をみると、水温では夏期

に放流水(No.7)で低下が見られる場合がある。pH では流入河川で 8.5 を超過するこ

とがある。 

SS については経月的な変化からは出水後に放流水 (No.7)が一時的に高くなる場合

が見られる。また、BOD、大腸菌群数では下流河川(荒鹿橋)で高くなる傾向が見受け

られた。その他の項目(DO、COD、T-N、T-P、クロロフィル a)については、出水な

どの影響を受けた場合以外では、環境基準を満たす等良好な水質であり、流入河川と

放流水及び下流河川が概ね同様の傾向を示している。  

 

表 5.3-4 水質の経月変化とりまとめ(流入河川及び下流河川)(H20～H24) 

 

水質項目 
(環境基準値※) 

流入河川 放流水・ 下流河川 

河川 AA 類型 河川 AA 類型 河川 A 類型 

No.1,No.8,No.9 No.7 鷲ダム 荒鹿橋 

水温 
概ね 5℃～20℃の範囲
で季節的に変動してい
る。 

概ね 5℃～20℃の範囲で
季節的に変動している。 

流入河川の季節変動と同
様であるが、夏季水温が
流入河川より高い。 

pH 
(6.5以上 8.5以下) 

夏季に上昇する傾向が
あるが、概ね 7～8 の範
囲で変動している。 

流入河川と同様に夏季に
高くなる傾向を示す。 

流入河川と同様に夏季に
高くなる傾向を示す。 

SS 
(25mg/L 以下) 

出水により高くなる期
間があるが、平常時は
概ね 5mg/L 以下で推移
している。 

流入河川とことなり、期
間通じて上昇する月は確
認 さ れ な か った 。 概 ね
5mg/L 以下推移している。 

流入河川とことなり、期
間通じて上昇する月は確
認 さ れ な か っ た 。 概 ね
5mg/L 以下推移している。 

DO 
(7.5mg/L 以上) 

夏季に低く、冬季に高
い季節変動を示してお
り、概ね 8～12mg/L の
範囲で変動している。 

流入河川とほぼ同様の傾
向を示すが、冬季は流入
河 川 よ り や や低 め と な
る。 

流入河川と同様の経過鵜
を示す。冬季で流入河川
よ り 高 く な る 傾 向 を 示
す。 

BOD 
(2mg/L 以下) 

季 節 変 動 は 見 ら れ な
い。概ね 0.5mg/L 程度
て水している。 

夏季にやや高くなる傾向
を示す。概ね 1.0mg/L 以
下で推移している。 

流入河川と比較するとや
や高めの値となる。概ね
0.7～1.0mg/L の範囲で推
移している。 

大腸菌群数 
(1000MPN/100m/L 

以下) 

夏季に高く、冬季に低
くなる季節変動を示し
ており、1000MPN/100mL
を超過する月もある。 

流入河川と同様に夏季に
高くなる傾向を示してお
り、概ね 1000MPN/100mL
以下で推移している。 

流入河川と同様の傾向を
示す。10000MNP/100mL 以
上となる月もある。流入
河川より高い。 

COD 

出水時及び夏季に高く
なる傾向を示す。概ね
1.0mg/L 程度で推移し
ている。 

流入河川と同様の傾向を
示す。概ね 2mg/L 以下で
推移している。 

流入河川と同様の傾向を
示すが、流入河川より高
い。 

T-N 

冬季から春先に高く、
夏季に低くなる季節変
動を示す。概ね 0.2mg/L
程度で推移している。 

流入河川と同様の傾向を
示す。概ね 0.2～0.3mg/L
で推移している。 

－ 

T-P 

出水時に一時的に高く
な月があるが、平常時
は概ね 0.1mg/L 以下で
推移している。 

期間中急激な上昇は見ら
れない。概ね 0.01mg/L 程
度で推移している。 

－ 

クロロフィル a 
概ね 10μg/L 以下で推
移している。 

夏季に高くなる傾向を示
す。概ね 5μg/L 以下で推
移している。 
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(2) 貯水池内 

貯水池内水質の経月変化をみると、貯水池表層部においてクロロフィル a が初夏～

秋期に増加することがあり、これに応じて pH の上昇、COD の上昇が認められる。

また、SS は出水後に上昇が認められた。  

 

表 5.3-5 貯水池内（No.2：ダムサイト）における水質の経月変化のまとめ 

（H20～H24） 

 

水質項目 
(環境基準値※) 

 

河川 AA 類型 

No.2 
(表層) 

No.2 
(中層) 

No.2 
(底層) 

水温 

気象・水文条件によっ
て差異はあるものの、5
～25℃程度で推移して
いる。 

ほぼ底層に近い変化を呈
しており、5℃前後で推移
している。 

水温成層が形成されてい
ることもあり、経月変化
は小さく、5℃前後で推移
している。 

pH 
(6.5以上 8.5以下) 

夏 季 に 上 昇 が 認 め ら
れ、7～9 月の範囲で推
移している。 

底層に近い変動傾向とな
っており、7～7.5 程度で
推移している。 

中層よりもやや低い値で
あり、6.6～7.5 程度で推
移している。 

SS 
(25mg/L 以下) 

大 き な 変 動 は な く 、
5mg/L 以下で推移して
いる。 

大きな変動はなく、表層
に近い変動傾向となって
おり、5mg/L 以下で推移し
ている。 

一時的に 10mg/Lを超過す
る月もあるが、それ以外
は 5mg/L 以下で推移して
いる。 

DO 
(7.5mg/L 以上) 

夏季に低く、冬季にた
っ か う な る 傾 向 に あ
り、7.5～12mg/L 程度で
推移している。 

表層とほぼ同様の変動傾
向にあり、表層よりもや
や 高 い 値 で 推移 し て い
る。 

9～12 月に DO が低下する
が、無酸素状態にはなら
ず、翌 3 月には回復して
いる。 

BOD 
(2mg/L 以下) 

夏季に高くなる場合が
あり、1mg/L を上回る場
合もあるが、それ以外
では概ね 1mg/L 会で推
移している。 

表層に比べて変化は小さ
く、同様に 1mg/L 以下で
推移している。 

表・中層に桑部手変化は
小さく、1mg/L 以下で推移
している。 

大腸菌群数 
(1000MPN/100m/L 

以下) 

流入水と同様に夏季に
高くなる傾向にあり、
一 時 的 に
1000MNP/100mL を 上 回
ることもあるが、それ
以 外 で は 1 ～
100MNP/100mL の範囲で
推移している。 

表 層 と 同 様 に傾 向 を 示
し、概ね 1～100MNP/100mL
の範囲で推移している。 

表 層 と 同 様 に 傾 向 を 示
し、概ね 1～100MNP/100mL
の範囲で推移している。 

COD 

夏季にたっかうなる傾
向にあり、2mg/L を上回
る場合もあるが、それ
以外では概ね 1～2mg/L
程度で推移している。 

表・底層に倉経て変化が
少なく、安定しており、
概ね 1mg/L 前後で推移し
ている。 

概ね中層と同程度で推移
している。概ね 1mg/L 前
後で推移している。 

T-N 

大 き な 変 動 は な く 、
0.2mg/L 程度で推移し
ている。経年的に増加
傾向である。 

表層・中層の中間程度の
変 化 を 呈 し て お り 、
0.3mg/L 前後で推移して
いる。 

表・中層に比較してやや
高く、0.3～0.4mg/L で推
移している。 

T-P 

出水に伴い一時的に高
くなる場合はあるが、
それ以外では大きな変
動はなく、0.01mg/L 程
度で推移している。 

概ね表層と同じ傾向を示
しており、出水時一時的
に高くなる月もあるが、
それ以外は 0.01mg/L程度
で推移している。 

表・中層に比較して、出
水時のピークがたっかう
なる傾向を示すが、それ
以外では、0.01mg/L 程度
で推移している。 

クロロフィル a 
夏季に高くなる傾向に
あり、1～12μg/L 程度
で推移している。 

概ね 1μg/L程度で推移し
ている。 

概ね 1μg/L程度で推移し
ている。 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.11 (1) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（水温：S52～S59）
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.11 (2) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（水温：S60～H4） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.11 (3) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（水温：H5～H12） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.11 (4) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（水温：H13～H18） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.11 (5) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（水温：H19～H24） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.12 (1) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（pH：S52～S59） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.12 (2) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（pH：S60～H4） 

環境基準（河川 AA,A） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.12 (3) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（pH：H5～H12） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.12 (4) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（pH：H13～H18） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.12 (5) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（pH：H19～H24） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.13 (1) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（SS：S52～S59） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.13 (2) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（SS：S60～H4） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.13 (3) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（SS：H5～H12） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.13 (4) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（SS：H13～H18） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.13 (5) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（SS：H19～H24） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.14 (1) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（DO：S52～S59） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.14 (2) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（DO：S60～H4） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.14 (3) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（DO：H5～H12） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.14 (4) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（DO：H13～H18） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.14 (5) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（DO：H19～H24）

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA,A） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.15 (1) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（BOD：S52～S59） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 A） 

環境基準（河川 AA） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.15 (2) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（BOD：S60～H4） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 A） 

環境基準（河川 AA） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-63 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.15 (3) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（BOD：H5～H12） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 A） 

環境基準（河川 AA） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.15 (4)  流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（BOD：H13～H18） 

環境基準（河川 A） 

環境基準（河川 AA） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.15 (5)  流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（BOD：H19～H24）

環境基準（河川 A） 

環境基準（河川 AA） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.16 (1)  流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（COD：S52～S59）



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.16 (2) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（COD：S60～H4） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.16 (3) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（COD：H5～H12）



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.16 (4) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（COD：H13～H18）



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.16 (5) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（COD：H19～H24） 

 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.17 (1) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（T-N：S52～S59）



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-72 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.17 (2) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（T-N：S60～H4）



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.17 (3) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（T-N：H5～H12） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.17 (4) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（T-N：H13～H18） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.17 (5) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（T-N：H19～H24）



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.18 (1) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（T-P：S52～S59） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-77 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.18 (2) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（T-P：S60～H4） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.18 (3) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（T-P：H5～H12） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.18 (4) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（T-P：H13～H18） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.18 (5) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（T-P：H19～H24）
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.19 (1) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（クロロフィルa：S52～S59） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.19 (2) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（クロロフィルa：S60～H4） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.19 (3) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（クロロフィルa：H5～H12） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.19 (4) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（クロロフィルa：H13～H18） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.19 (5) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（クロロフィルa：H19～H24） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.20 (1) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（大腸菌群数：S52～S59） 

環境基準（河川 A） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.20 (2) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（大腸菌群数：S60～H4） 

環境基準（河川 A） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.20 (3) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（大腸菌群数：H5～H12） 

環境基準（河川 A） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-89 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.20 (4) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（大腸菌群数：H13～H18） 

環境基準（河川 A） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.20 (5) 流入河川、貯水池内、放流水及び下流河川の水質の経月変化 

（大腸菌群数：H19～H24） 

環境基準（河川 A） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 

環境基準（河川 AA） 
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5.3.4 貯水池内水質の鉛直分布の変化  

直近 5 ヶ年の平成 20(2008)年～平成 24(2012)年における貯水池内 No.6（ダムサイト）

及び No.2（箱ヶ瀬橋）の水温、濁度、DO 鉛直分布を図 5.3.21 に示す。その結果を踏ま

え、九頭竜ダム貯水池における水質鉛直分布の概要を以下に整理する。  

 

表 5.3-6 水温、濁度、DO鉛直分布の概要 
調査地点 ダム湖 NO.6 ダムサイト ダム湖 No.2 箱ヶ瀬 

水深 概ね 95m 概ね 40m 

水温 

九頭竜ダムの回転率は 3 回/年程
度であり、成層が形成されやすい
回転率 10 回/年未未満の範囲に該
当する。取水設備の範囲は EL529m
から上層部(上層 30m 程度)このた
め、EL529m 以下は滞留性が強い。 

近年 5 ヵ年の一般的な変化傾向
としては、3 月ではまだ躍層が形成
されていないことが多く、4 月頃か
ら EL.520m 付近に躍層が形成され
る。さらに 5 月から 6 月頃には
EL.540m 付近に形成される。7 月か
ら 9 月にかけては、EL.550m まで上
昇する。水温成層は 12 月まで形成
されるが、翌 3 月には躍層の消失
に至っている。 

水温勾配はダムサイトと同様であ
り、明確な成層が形成されている。 

秋季から冬季にかけての循環期に
おいて成層は徐々に緩やかとなり、
翌 3 月の時点では貯水池内水温は、
ほぼ一様な分布になっている。 

濁度 

H22.3 は融雪出水の影響により
下層で濁度が上昇している。 
貯 水 池 No6 水 質 計 月 変 化 ( 図 
5.3.22)から、調査日 3/1 の 2 日前
(2/26)に発生した出水 (流入量約
120m3/s)の影響と考えられる。 
その他については、5 度未満の一様
な分布となっている。 

ダムサイトとほぼ同様の傾向となっ
ている。 

DO 

表層～中層まではほぼ一様となっ
ている。 
9 月～10 月より底層の DO が低下
し、11～12 月で最も低くなる。年
によって変動はあるが、概ね 8 月
頃からに底層で減少し始め、10 月
から 12 月に最低となる。貧酸素化
する場合は概ね湖底から EL.310m
の範囲で発生している。3 月時点で
は貧酸素状態は解消されている。 

ダムサイトとほぼ同様の傾向となっ
ている。 
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【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.21 (1) 貯水池内の水温･DO･濁度の水質鉛直分布 

3月 4月 5月 6月
7月 8月 9月 10月
11月 12月
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【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

 図 5.3.21 (2) 貯水池内の水温･DO･濁度の水質鉛直分布 

3月 4月 5月 6月
7月 8月 9月 10月
11月 12月
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【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.21 (3)  貯水池内の水温･DO･濁度の水質鉛直分布 

3月 4月 5月 6月
7月 8月 9月 10月
11月 12月

3 月定期水質調査(調査日
3/1)前 2日(2/27)に発生し
た出水(流入量 120m3/s)の
影響と考えられる。 
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【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.21 (4) 貯水池内の水温･DO･濁度の水質鉛直分布 

3月 4月 5月 6月
7月 8月 9月 10月
11月 12月



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-96 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.21 (5)  貯水池内の水温･DO･濁度の水質鉛直分布 

3月 4月 5月 6月
7月 8月 9月 10月
11月 12月
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【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.21 (6)  貯水池内の水温･DO･濁度の水質鉛直分布 

3月 4月 5月 6月
7月 8月 9月 10月
11月 12月
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平成 22 年 3 月の調査日(3/1)の 3 前から前日までに、断続的に降雨が発生し、貯水池に

濁水が流入したためと考えられる。なお、この間の最大日雨量は、九頭竜ダム地点雨量で

2 月 26 日に 58mm を記録している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.22 (1)  平成22年2～3月の雨量及び貯水池運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.22(2) 貯水池内No.6の水質経月変化 

0

10

20

30

40

50

60

2/1 2/6 2/11 2/16 2/21 2/26 3/3 3/8 3/13 3/18 3/23 3/28

(mm) 日雨量(九頭竜ダム)

0

50

100

150

520

530

540

550

560

2/1 2/6 2/11 2/16 2/21 2/26 3/3 3/8 3/13 3/18 3/23 3/28

(m3/s)(EL+m) 貯水池運用(九頭竜ダム)

貯水位

流入量

放流量

調査日(3/1) 

0

5

10

15

20

25

30

35

H20 H21 H22 H23 H24

水
温

（
℃
）

<貯水池> No.6（表層） No.6（中層） No.6（底層）

0

10

20

30

40

50

H20 H21 H22 H23 H24

S
S(
m
g/
L
)

<貯水池> No.6（表層） No.6（中層） No.6（底層） 環境基準河川AA類型

0

1

2

3

4

5

H20 H21 H22 H23 H24

C
OD
(
mg
/
L)

<貯水池> No.6（表層） No.6（中層） No.6（底層）

0

100

200

300

H20 H21 H22 H23 H24

流
量
(m

3 /
s
)

流入量 放流量

520

540

560

H20 H21 H22 H23 H24

貯
水
位
(E
L.
m)

0

10

20

30

40

50

H20 H21 H22 H23 H24

濁
度
(度

)

<貯水池> No.6（表層） No.6（中層） No.6（底層） 環境基準河川AA類型

0

5

10

15

20

25

30

35

H20 H21 H22 H23 H24

水
温

（
℃
）

<貯水池> No.6（表層） No.6（中層） No.6（底層）

0

10

20

30

40

50

H20 H21 H22 H23 H24

S
S(
m
g/
L
)

<貯水池> No.6（表層） No.6（中層） No.6（底層） 環境基準河川AA類型

0

1

2

3

4

5

H20 H21 H22 H23 H24

C
OD
(
mg
/
L)

<貯水池> No.6（表層） No.6（中層） No.6（底層）

0

100

200

300

H20 H21 H22 H23 H24

流
量
(m

3 /
s
)

流入量 放流量

520

540

560

H20 H21 H22 H23 H24

貯
水
位
(E
L.
m)

0

10

20

30

40

50

H20 H21 H22 H23 H24

濁
度

(度
)

<貯水池> No.6（表層） No.6（中層） No.6（底層） 環境基準河川AA類型

中層、下層濁度が高い。
(調査日 3/1) 

3 月定期水質調査(調査日
3/1)前 2 日(2/26)に流入量
120m3/s の出水が発生 
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5.3.5 栄養塩の構成形態別変化  

(1) 栄養塩の構成形態  

昭和 51(1976)年～平成 24(2012)年について、流入河川（No.1，No.8，No.9）、ダム

サイト(No.6)表層、放流水（No.7）の窒素及びリンの構成形態をとりまとめた結果を

表 5.3-7 に、窒素の構成形態別グラフを図 5.3.23 に、リンの構成形態別グラフを図 

5.3.24 に示す。なお、近年 5 ヶ年では、形態別の調査を実施している地点はダム湖内

No.6、No.2 のみであるため、これらについて整理した。  

窒素については各地点とも近年増加傾向にあるが、流入河川の窒素の大半が硝酸態

窒素であること、流域の大部分が山林であることから、増加要因としては、山地への

施肥、気温の上昇による落葉の分解促進に伴う地下水への回帰・流出の増加等、大気

汚染の進行に伴う降水中の窒素酸化物の増加等が考えられる。リンについては T-P、

オルトリン酸態リンともにほぼ横這い傾向にあり、構成形態の経年的な変化は認めら

れない。 

 

表 5.3-7(1) 窒素の構成形態別平均値のとりまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5.3-7(2) リンの構成形態別平均値のとりまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

有機態窒素

アンモニウム
態窒素

亜硝酸態
窒素

硝酸態
窒素

(mg/L)

0.01 0.00 0.12 0.11

(2.9) (0.4) (48.9) (47.8)

0.009 0.001 0.111 0.129

(3.8) (0.5) (44.4) (51.3)

※()内は比率(%)

無機態窒素(mg/L)
内容

貯水池(No.6)

貯水池(No.2)

窒素に占める割合が最も大きい項目は、
有機態窒素で約51%を占める。次いで硝酸
態窒素で約44%を示す。これら両項目で
96%を占め、アンモニウム態窒素、亜硝酸
態窒素の割合は小さい。
経年的に硝酸態窒素が上昇傾向である。

窒素に占める割合が最も大きい項目は、
硝酸態窒素で約49%を占める。次いで有機
態窒素で約48%を示す。これら両項目で
97%を占め、アンモニウム態窒素、亜硝酸
態窒素の割合は小さい。
経年的に硝酸態窒素が上昇傾向である。

地点

※()内は比率(%)

(17.4) (82.6)

0.001 0.006

有機態窒素
(mg/L)

0.001 0.005

(12.3) (87.7)

地点 内容

貯水池(No.6)

リンに占める有機態の割合は、約88％で
あり、殆どが有機態が占めている。

貯水池(No.2)

リンに占める有機態の割合は、約88％で
あり、殆どが有機態が占めている。

オリとリン酸態リン

無機態リン(mg/L)



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.23 窒素の構成別変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.24 リンの構成別変化 
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5.3.6 植物プランクトン生息状況変化  

平成 8(1996)年よりダム湖 No.2(箱ヶ瀬橋)、及びダム湖 No.6(ダムサイト)で調査されて

いる植物プランクトン定量分析結果に基づき、珪藻綱、緑藻綱、藍藻綱、渦鞭毛藻綱、そ

の他藻綱の細胞数の推移を整理した結果を図 5.3.25 に、また植物プランクトン種の割合

を図 5.3.26 に示す。 

九頭竜ダムの植物プランクトン特徴は以下に示す通りである。  

○優占種は基本的には珪藻綱であり、概ね年間を通して存在している。 

○秋季を中心とした時期に淡水赤潮の原因となる渦鞭毛藻綱が優占する場合もある。 

○アオコの原因となる藍藻綱はほとんど発生していない。 

○平成 20 年 8 月～10 月において、緑藻類が優先した。 

 

ダム湖上流の箱ヶ瀬橋とダムサイトでは細胞数及び優占種が類似していることから、貯

水池全体にわたってほぼ同様の分布を示しているものと考えられる。また、いずれの地点

においても、最も多い細胞数を確認したのは平成 20 年 10 月で、それぞれ 1,500、2,500

細胞数/mL であった。なお、平成 20 年は、その他の植物プランクトンとして、クリプト

藻綱や黄金色藻綱の種が多く確認されており、今後も監視を行っていく。  
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.25 植物プランクトンの経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.26 植物プランクトン種の割合 
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5.3.7 底質の変化 

九頭竜ダムではダムサイト（No.6）において平成 8(1996)年より底質分析調査が実施さ

れている。分析対象項目は、強熱減量、COD、総窒素、総リン、硫化物、鉄、マンガン、

カドミウム、鉛、６価クロム、ヒ素、総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢ、チウラム、シマジ

ン、チオベンカルブ、セレンである。  

調査開始以降（平成 8 年以降）の底質の推移を図 5.3.27 に示す。 

いずれの項目も、年毎の変動はあるものの、ほぼ横ばい傾向で推移しており、底質への

蓄積傾向は認められない。  

なお、図 5.3.27 に示していないアルキル水銀、ＰＣＢ、チウラム、シマジン、チオベ

ンカルブは、いずれも全ての調査において定量下限値未満であった。  
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.27 (1) 底質の推移（ダムサイト（No.6）） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.27 (2) 底質の推移（ダムサイト（No.6）） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.27 (3) 底質の推移（ダムサイト（No.6）） 
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5.3.8 水質障害発生の状況  

(1) 生物異常の発生状況  

平成 20 年～平成 24 年における九頭竜ダムにおける植物プランクトンによる生物異

常の発生は、植物プランクトン調査が開始された平成 8(1996)年から報告がある。  

主にダムサイト、貯水池流入部・上流部（支川を含む）で淡水赤潮が確認されてお

り、渦鞭毛藻類(ペリディニウム)が優占種となっている。なお、これらの現象による

利水上の問題や、異臭味発生についての報告は確認されていない。  

なお、淡水赤潮は景観的な障害以外は特に問題はない。  

表 5.3-8 水質障害発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.3.28 九頭竜ダムにおける生物異常の発生状況 

 

年月日 報告内容 現象 原因藻類(優占種)

平成20年6月4日
副ダム下流、荷暮川、米俵川、伊勢川、林谷川
の5地点で湖面着色

淡水赤潮 渦鞭毛藻類(ペリディニウム)

平成21年7月7日 荷暮川、米俵川の２地点に置いて、湖面着色 淡水赤潮 渦鞭毛藻類(ペリディニウム)

平成22年7月8日
九頭竜川、荷暮川、米俵川、伊勢川、ダム洪水
吐の5地点で湖面着色

淡水赤潮 渦鞭毛藻類(ペリディニウム)

平成23年8月4日 ダム湖内で湖面着色 淡水赤潮 渦鞭毛藻類(ペリディニウム)

平成24年 なし － －

荷暮川
米俵谷伊勢川

久沢川

鷲ダム

ダムサイト

林谷川

副ダム

○ 平成20年
○ 平成21年
○ 平成22年
○ 平成23年
○ 平成24年

湖水変色発生位置
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(2) 水温に関する障害報告（冷水放流，温水放流）  

九頭竜ダム下流において、水温に関する障害は報告されていないが、今後とも水温

の動態については現状の調査を継続していくものとする。  

 

(3) 水の濁りに関する障害報告  

九頭竜ダムでは流域の降水量が多いこと、また雪崩による斜面崩壊、あるいは山林

伐採等に起因して、出水時には濁質が貯水池内に流入し、時として濁水長期化現象が

発生している。  

特に昭和 51(1976)年の台風 17 号の際には、放流濁度が平常値（5 程度）に回復す

るまで約 80 日を要している。  

これに対し、昭和 62(1987)年度～平成 12(2000)年度にかけて、濁水長期化の軽減

を目的とした、「九頭竜ダム貯水池水質保全事業」が実施され、崩壊地の発生源対策お

よび流入対策としての堰堤の整備が実施された。  

 

表 5.3-9 濁水長期化発生状況 

発生要因 ピーク流入量 

(m3/s) 

濁水長期化の状況 備 考 

昭和 51年台風 17号出水 1,030 平常値(濁度 5)に回復するまで約 80 日  

平成 14 年台風 6 号出水 1,680 平常値(濁度 5)に回復するまで約 60 日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

図 5.3.29 九頭竜ダムの濁水長期化に関する新聞記事等 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-109 

5.4 社会環境からみた汚濁源の整理 

ダム貯水池及び下流河川における水質汚濁は、上流域内に存在する様々な汚濁発生源か

ら発生する負荷量が河川へ流出する過程で生ずる。流域の負荷を原因別に分類すると、自

然負荷と人為的負荷に大別することができる。自然負荷は、山林、原野など人為的な汚濁

源のない地域からの物質の流出によるものであり、対象流域の地質、地形 (勾配)、植生及

び降雨強度などに影響される。人為的負荷は、上流域の人間活動によって発生する汚濁物

質の流失によるものであり、対象流域の人口、土地利用及び産業などの状況に影響される。 

これらの情報の概略把握として、九頭竜ダム流域の土地利用状況、流域内人口、観光客

数の状況について整理を行った。  

 

5.4.1 流域社会環境の整理  

(1) 九頭竜ダム上流域の状況 

流域社会環境を整理するにあたって、九頭竜ダム上流域を図 5.4.1 に示す。 

九頭竜ダムの上流域のほとんどは森林であり、人為汚濁の少ない流域である。  

なお、九頭竜ダムは間接流域として、三面谷川、石徹白ダム (石徹白川)、智奈洞谷

川より導水を行っているが、間接流域の汚濁負荷源として、集落が存在する石徹白地

区からの生活排水の流入などが考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4.1 九頭竜ダム上流域 
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(2) 人口の推移(生活系) 

九頭竜ダム上流域にはダム建設後、集落はないが、図 5.4.2 関連村である旧和泉村

の人口の推移を示す。  

和泉村の人口は昭和 40(1965)年以降減少を続けており、平成 22(2010)年は約 500 

人であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福井県統計年鑑 昭和 50 年～平成 24 年】 

図 5.4.2 旧和泉村人口及び世帯数の推移 

 

(3) 観光客数の推移(観光系) 

大野市和泉地区（旧和泉村）の観光客数の推移を図 5.4.3 に示す。観光客数は昭和

55（1980）年頃から平成 12(2000)年頃にかけて概ね増加傾向にあったが、その後、

減少傾向となり、さらに平成 17 年以降微増傾向である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：福井県統計年鑑 昭和 50 年～平成 24 年】 

図 5.4.3 大野市和泉地区(旧和泉村)における観光客数の推移 
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(4) 土地利用変化の状況  

大野市和泉地区（旧和泉村）の地目別土地面積の推移を図 5.4.4 に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：福井県統計年鑑 昭和 50 年～平成 24 年】 

図 5.4.4 大野市和泉地区（旧和泉村）における土地利用の変遷 

 

5.4.2 流入水質の変化  

九頭竜ダム流入水質について流入河川(No.1)、流入河川(No.8：導水）、流入河川(No.9)

の経月変化を図 5.4.5 に示す。 

BOD は近年 0.5mg/L 前後で推移しており、COD も出水時などによる上昇を除けば概

ね 1.0mg/L 前後で推移している。また、T-P についても出水時などを除けば概ね

0.01mg/L 未満と、富栄養化に対する栄養塩濃度としては低い値で推移している。T-N に

ついても、出水時などを除けば概ね 0.2mg/L 程度ではあり、経年的な変化は見られない。  

また、流入河川(No.8)は石徹白ダムからの導水であるが、流入河川(No.1、No.9)と同程

度の水質となっている。 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.4.5(1) 九頭竜ダム流入水質の状況(S52～S59) 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-113 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.4.5(2) 九頭竜ダム流入水質の状況(S60～H4)  
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.4.5(3) 九頭竜ダム流入水質の状況(H5～H12) 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.4.5(4) 九頭竜ダム流入水質の状況(H13～H18) 

 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-116 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.4.5(5) 九頭竜ダム流入水質の状況(H19～H24) 
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5.4.3 社会環境から見た汚濁源の整理まとめ  

以上の水質変化について、九頭竜ダム上流域の社会環境の変化からとりまとめる。  

九頭竜ダム上流域においては、ほぼ全域が森林で占めており、人為的な負荷源は少ない

状況である。いずれの項目ともに貯水池への汚濁負荷量としては近年大きな変動はなく、

流域負荷源としても比較的小さい。  
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5.5 水質の評価 

5.5.1 生活環境項目の評価  

ここでは、環境基準(生活環境項目)の満足状況について評価する。生活環境項目とは、

生活環境を保全するうえで維持することが望ましい項目について基準値が定められてい

るもので、BOD、pH、SS、DO、大腸菌群数が該当する。  

環境基準の類型指定は、石徹白川合流点から上流の水域が九頭竜ダム貯水池を含め河川

AA 類型、石徹白川合流点から日野川合流点で河川 A 類型となっており、それぞれ表 

5.5-1 に示す環境基準が設定されている。  

 

表 5.5-1 類型指定状況 

 

 

 

 

 

 

【出典：福井県告示第 209 号 昭和 47 年 3 月】 

 

(1) 管理開始以降の平均水質の評価  

1) 流入河川の環境基準満足状況（生活環境項目）  

流入本川（No.1）、流入支川（No.8，No.9）の各水質項目の平均値を表  5.5-2

に示す。大腸菌群数を除けば環境基準の河川 AA 類型を満足している。  

 

表 5.5-2 流入河川の環境基準満足状況（H20～H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水素イオン
濃度

（pH）

生物化学的
酸素要求量
（BOD）

浮遊物質量

（SS）

溶存酸素量

（DO）

大腸菌群数

石徹白川合流点
から
上流

昭和47年
3月31日

河川AA類型
6.5以上
8.5以下

1mg/L
以下

25mg/L
以下

7.5mg/L
以下

50MPN
/100mL以下

石徹白川合流点
から

日野川合流点

昭和47年
3月31日

河川A類型
6.5以上
8.5以下

2mg/L
以下

25mg/L
以下

7.5mg/L
以下

1,000MPN
/100mL以下

指定水域
環境基準
指定年

類型

環境基準値

項目 pH BOD75% SS DO 大腸菌群数

地点 (mg/L) (mg/L) (mg/L) (MPN/100mL)

平均値 7.5 0.2 1.0 9.9 260

環境基準
達成状況

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足していない
(A相当)

平均値 7.6 0.4 3.5 9.9 500

環境基準
達成状況

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足していない
(A相当)

平均値 7.7 0.3 1.4 10.0 364

環境基準
達成状況

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足していない
(A相当)

No.1(本川)
(河川AA類型)

No.9(支川)
(河川AA類型)

No.8(導水)
(河川AA類型)
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2) 流入河川の環境基準満足状況（生活環境項目）  

放流水(No.7：鷲ダム)、下流河川(荒鹿橋：環境基準地点)の各水質項目の平均値

を表 5.5-3 に示す。大腸菌群数を除けば環境基準の河川 AA 類型を満足している。 

 

表 5.5-3 流入河川の環境基準満足状況（H20～H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 貯水池の環境基準満足状況  

湖沼の類型指定はなされていないが、参考として貯水池内（ダムサイト、箱ヶ

瀬橋）での生活環境項目について表 5.5-4 に整理する。  

当該区間に設定されている河川 AA 類型で評価した場合、箱ヶ瀬橋の大腸菌群

数を除けば環境基準の河川 AA 類型を満足している。  

 

表 5.5-4 貯水池内の環境基準満足状況（H20～H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 pH BOD75% SS DO 大腸菌群数

地点 (mg/L) (mg/L) (mg/L) (MPN/100mL)

平均値 7.5 0.7 1.5 9.5 189

環境基準
達成状況

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足していない
(A相当)

平均値 7.6 0.8 1.7 10.3 2,521

環境基準
達成状況

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足していない
(B相当)

No.7(鷲ダム)
(河川AA類型)

荒鹿橋
(河川A類型)

項目 pH BOD75% SS DO 大腸菌群数

地点 (mg/L) (mg/L) (mg/L) (MPN/100mL)

平均値 7.9 0.8 1.5 9.4 82

環境基準
達成状況

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

平均値 7.9 0.9 2.3 9.6 74

環境基準
達成状況

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足
(AA相当)

満足していない
(A相当)

箱ヶ瀬橋
(No.2表層)

(河川AA類型)

ダムサイド
(No.6表層)

(河川AA類型)
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(2) 時系列変化の評価（平成 20 年～平成 24 年） 

1) pH 

流入河川(No.1,8,9)の pH の平均値は、全ての年で環境基準 AA 類型相当である。

また、年間最大値、年間最小値についても、昭和 52(1977)年の年間最大値以外は

全ての年で河川環境基準 AA 類型相当であり、経年的には、図 5.5.1 に示したよ

うに流入河川(No.1)、流入河川(No.8：導水)で昭和 52 年に高い値が見られたが、

その後は大きな変化は見られない。また、経月的には 5.3.3 に示したように夏期

から秋期に一時的に上昇し、No.8,9 では最大値が 8.5 以上を示すことがある。こ

の要因としては、流域植生や付着藻類の光合成の活性化、あるいは調査箇所が貯

水池流入部であり、貯水池内の内部生産の影響などが想定される。  

一方、放流水(No.7)、及び下流河川(荒鹿橋)の pH の平均値は、全ての年で環境

基準 AA(A)類型相当である。また、年間最大値、年間最小値についても、一部の

年を除くと河川環境基準 AA(A)類型相当であり、経年的にも流入河川と同様に大

きな変化は見られない。また、経月的な傾向も流入河川と同様に、夏期から秋期

に上昇する変化特性が認められ、放流水(No.7)においても最大値が 8.5 以上を示す

ことがある。この要因としては、九頭竜ダム貯水池内、あるいは鷲ダム湖内での

内部生産などが考えられる。  

流入河川と下流河川との比較では、明瞭な差異は認められないことから、九頭

竜ダムの存在による影響は小さいものと推察される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.1 流入河川及び下流河川のpH の経年変化（最大値，平均値，最小値） 
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H(
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流入河川(No.1） 流入河川(No.9)
流入河川(No.8) 下流河川(No.7(鷲ダム))
下流河川（荒鹿橋） 環境基準河川AA,A類型

河川環境基準A、B類型相当(pH=6.5)
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表 5.5-5 (1) pH の環境基準満足状況（流入河川：S43～H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

 

表 5.5-5(2) pH の環境基準満足状況（下流河川：S43～H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

 

鷲ダム（No.7) 環境基準点（荒鹿橋）

ｍ / ｎ ｍ / ｎ
S52 7.1 6.9 ～ 7.3 4 / 4 S52 7.3 7.0 ～ 7.9 6 / 6
S53 7.4 7.0 ～ 8.3 9 / 9 S53 7.6 6.8 ～ 8.1 6 / 6
S54 7.4 7.0 ～ 7.7 9 / 9 S54 7.6 7.2 ～ 7.8 6 / 6
S55 7.2 6.8 ～ 7.4 9 / 9 S55 7.5 7.3 ～ 7.8 6 / 6
S56 7.4 7.1 ～ 7.8 8 / 8 S56 7.8 7.3 ～ 8.1 6 / 6
S57 7.5 7.2 ～ 8.2 10 / 10 S57 7.8 7.4 ～ 8.1 6 / 6
S58 7.3 7.0 ～ 7.5 9 / 9 S58 7.5 7.0 ～ 8.2 6 / 6
S59 7.7 7.1 ～ 8.1 10 / 10 S59 7.8 7.4 ～ 8.0 6 / 6
S60 7.4 7.0 ～ 7.7 10 / 10 S60 7.6 7.3 ～ 8.1 6 / 6
S61 7.5 7.1 ～ 7.9 10 / 10 S61 7.6 7.0 ～ 8.2 6 / 6
S62 7.5 7.1 ～ 8.1 10 / 10 S62 7.7 7.2 ～ 8.3 6 / 6
S63 7.4 7.1 ～ 7.6 10 / 10 S63 7.6 7.2 ～ 7.9 6 / 6
H1 7.5 7.2 ～ 7.7 10 / 10 H1 7.6 7.3 ～ 7.8 6 / 6
H2 7.4 7.2 ～ 7.7 10 / 10 H2 7.6 7.3 ～ 8.2 6 / 6
H3 7.5 7.2 ～ 7.9 10 / 10 H3 7.6 7.4 ～ 7.8 6 / 6
H4 7.6 7.2 ～ 8.6 9 / 10 H4 7.7 7.3 ～ 8.2 6 / 6
H5 7.4 7.3 ～ 7.5 10 / 10 H5 7.6 7.3 ～ 7.8 6 / 6
H6 7.6 7.3 ～ 8.0 10 / 10 H6 7.7 7.4 ～ 8.4 6 / 6
H7 7.6 7.3 ～ 8.5 10 / 10 H7 7.6 7.3 ～ 7.9 6 / 6
H8 7.5 7.2 ～ 7.8 10 / 10 H8 7.8 7.6 ～ 8.1 6 / 6
H9 7.4 6.8 ～ 7.8 10 / 10 H9 7.7 7.3 ～ 8.2 6 / 6
H10 7.2 6.7 ～ 7.6 10 / 10 H10 7.6 7.4 ～ 8.0 6 / 6
H11 7.4 7.0 ～ 7.8 10 / 10 H11 7.7 7.4 ～ 8.0 6 / 6
H12 7.3 7.0 ～ 7.6 10 / 10 H12 7.7 7.2 ～ 8.2 6 / 6
H13 7.6 7.2 ～ 8.2 10 / 10 H13 7.8 7.3 ～ 8.2 6 / 6
H14 7.4 7.1 ～ 7.6 10 / 10 H14 7.7 7.4 ～ 8.0 6 / 6
H15 7.4 7.1 ～ 7.7 10 / 10 H15 7.9 7.5 ～ 8.2 6 / 6
H16 7.3 7.0 ～ 7.7 10 / 10 H16 7.9 7.6 ～ 8.4 6 / 6
H17 7.4 7.1 ～ 7.8 10 / 10 H17 7.4 6.4 ～ 7.9 5 / 6
H18 7.5 7.2 ～ 7.9 9 / 9 H18 7.6 7.1 ～ 8.4 6 / 6
H19 7.4 7.3 ～ 7.5 10 / 10 H19 7.6 7.4 ～ 7.8 6 / 6
H20 7.6 7.2 ～ 8.2 10 / 10 H20 7.5 6.9 ～ 7.8 7 / 7
H21 7.7 7.2 ～ 8.6 9 / 10 H21 7.6 6.9 ～ 7.8 6 / 6
H22 7.5 7.3 ～ 7.8 10 / 10 H22 7.7 7.3 ～ 8.2 6 / 6
H23 7.5 7.3 ～ 7.8 10 / 10 H23 7.6 7.2 ～ 8.1 6 / 6
H24 7.5 7.2 ～ 8.0 9 / 9 H24 7.5 6.9 ～ 7.9 6 / 6

最大 7.7 7.3 ～ 8.6 最大 7.9 7.6 ～ 8.4

平均 7.4 7.1 ～ 7.9 平均 7.6 7.2 ～ 8.1
最小 7.1 6.7 ～ 7.3 最小 7.3 6.4 ～ 7.8

平均値
環境基準達成月数

最小値 ～ 最大値年 平均値
環境基準達成月数

年最小値 最大値～

ダム流入地点（No.1) 支川流入地点（No.9) 大谷橋付近（No.8）

ｍ / ｎ ｍ / ｎ ｍ / ｎ
S52 7.5 7.1 ～ 8.7 8 / 9 S52 - - ～ - - / - S52 8.0 7.4 ～ 9.0 7 / 9
S53 7.4 6.9 ～ 7.7 9 / 9 S53 - - ～ - - / - S53 7.4 7.2 ～ 7.6 9 / 9
S54 7.3 7.0 ～ 7.6 9 / 9 S54 - - ～ - - / - S54 7.4 7.1 ～ 7.6 9 / 9
S55 7.3 7.1 ～ 7.4 9 / 9 S55 - - ～ - - / - S55 7.3 7.2 ～ 7.5 9 / 9
S56 7.6 7.2 ～ 7.8 8 / 8 S56 - - ～ - - / - S56 7.5 7.2 ～ 7.8 8 / 8
S57 7.4 7.1 ～ 7.8 10 / 10 S57 - - ～ - - / - S57 7.5 7.2 ～ 8.2 10 / 10
S58 7.4 7.1 ～ 7.6 9 / 9 S58 - - ～ - - / - S58 7.5 7.2 ～ 7.8 9 / 9
S59 7.7 7.2 ～ 8.0 10 / 10 S59 7.9 7.4 ～ 8.5 9 / 9 S59 7.7 7.5 ～ 7.9 10 / 10
S60 7.6 6.9 ～ 7.9 10 / 10 S60 7.8 7.3 ～ 8.4 10 / 10 S60 7.5 7.3 ～ 7.8 10 / 10
S61 7.4 7.2 ～ 7.7 10 / 10 S61 7.7 7.4 ～ 8.5 10 / 10 S61 7.6 7.3 ～ 7.8 10 / 10
S62 7.6 7.4 ～ 7.8 10 / 10 S62 7.8 7.5 ～ 8.0 10 / 10 S62 7.6 7.4 ～ 7.8 10 / 10
S63 7.4 7.1 ～ 7.7 10 / 10 S63 7.7 7.5 ～ 7.9 10 / 10 S63 7.6 7.4 ～ 8.1 10 / 10
H1 7.5 7.2 ～ 7.9 10 / 10 H1 7.7 7.5 ～ 8.1 10 / 10 H1 7.6 7.5 ～ 7.7 10 / 10
H2 7.5 7.1 ～ 7.8 10 / 10 H2 7.7 7.4 ～ 8.0 10 / 10 H2 7.6 7.4 ～ 7.8 10 / 10
H3 7.5 7.2 ～ 7.7 10 / 10 H3 7.7 7.5 ～ 8.1 10 / 10 H3 7.6 7.4 ～ 7.7 10 / 10
H4 7.5 7.2 ～ 7.8 10 / 10 H4 7.7 7.3 ～ 8.4 10 / 10 H4 7.6 7.3 ～ 7.8 10 / 10
H5 7.3 7.1 ～ 7.5 10 / 10 H5 7.6 7.2 ～ 7.8 10 / 10 H5 7.5 7.1 ～ 7.8 10 / 10
H6 7.6 7.3 ～ 7.8 10 / 10 H6 7.8 7.4 ～ 8.0 10 / 10 H6 7.7 7.5 ～ 7.9 10 / 10
H7 7.5 7.2 ～ 7.7 10 / 10 H7 7.7 7.5 ～ 7.8 10 / 10 H7 7.6 7.3 ～ 8.0 10 / 10
H8 7.5 7.3 ～ 8.0 10 / 10 H8 7.6 7.4 ～ 7.9 10 / 10 H8 7.6 7.4 ～ 7.8 10 / 10
H9 7.4 7.0 ～ 7.7 10 / 10 H9 7.6 7.3 ～ 8.0 10 / 10 H9 7.5 7.3 ～ 7.7 10 / 10
H10 7.2 6.9 ～ 7.8 10 / 10 H10 7.5 7.2 ～ 7.8 10 / 10 H10 7.5 7.3 ～ 7.6 10 / 10
H11 7.4 7.2 ～ 7.6 10 / 10 H11 7.5 7.2 ～ 7.7 10 / 10 H11 7.5 7.2 ～ 7.7 10 / 10
H12 7.3 7.1 ～ 7.5 10 / 10 H12 7.5 7.3 ～ 7.8 10 / 10 H12 7.5 7.2 ～ 7.9 10 / 10
H13 7.4 7.2 ～ 7.6 10 / 10 H13 7.5 7.1 ～ 7.9 10 / 10 H13 7.4 7.1 ～ 7.6 10 / 10
H14 7.5 7.2 ～ 7.8 10 / 10 H14 7.5 7.3 ～ 7.7 10 / 10 H14 7.5 7.3 ～ 7.7 10 / 10
H15 7.4 7.2 ～ 7.7 10 / 10 H15 7.5 7.2 ～ 7.9 10 / 10 H15 7.6 7.4 ～ 7.8 10 / 10
H16 7.3 7.1 ～ 7.6 10 / 10 H16 7.5 7.3 ～ 8.0 10 / 10 H16 7.5 7.4 ～ 7.7 10 / 10
H17 7.4 6.9 ～ 7.8 10 / 10 H17 7.5 7.2 ～ 7.8 10 / 10 H17 7.7 7.2 ～ 8.0 10 / 10
H18 7.5 7.0 ～ 7.8 10 / 10 H18 7.6 7.2 ～ 7.8 10 / 10 H18 7.7 7.3 ～ 8.2 10 / 10
H19 7.4 7.2 ～ 7.6 10 / 10 H19 7.6 7.4 ～ 7.8 10 / 10 H19 7.6 7.3 ～ 7.9 10 / 10
H20 7.5 7.3 ～ 7.6 10 / 10 H20 7.6 7.3 ～ 7.8 10 / 10 H20 7.7 7.2 ～ 7.9 10 / 10
H21 7.5 7.3 ～ 7.7 10 / 10 H21 7.9 7.6 ～ 8.4 10 / 10 H21 7.7 7.6 ～ 7.8 10 / 10
H22 7.4 7.1 ～ 7.6 10 / 10 H22 7.7 7.2 ～ 8.0 10 / 10 H22 7.6 7.0 ～ 7.7 10 / 10
H23 7.4 7.2 ～ 7.6 10 / 10 H23 7.7 7.4 ～ 7.9 10 / 10 H23 7.6 7.5 ～ 7.7 10 / 10
H24 7.5 7.1 ～ 7.6 9 / 9 H24 7.8 7.4 ～ 8.0 9 / 9 H24 7.6 7.2 ～ 7.8 9 / 9

最大 7.7 7.4 ～ 8.7 最大 7.9 7.6 ～ 8.5 最大 8.0 7.6 ～ 9.0

平均 7.4 7.1 ～ 7.7 平均 7.7 7.3 ～ 8.0 平均 7.6 7.3 ～ 7.8
最小 7.2 6.9 ～ 7.4 最小 7.5 7.1 ～ 7.7 最小 7.3 7.0 ～ 7.5

環境基準達成月数
最小値 ～ 平均値

環境基準達成月数
～ 最大値最小値最大値 年年 平均値 年 平均値

環境基準達成月数
～ 最大値最小値
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2) BOD 

流入河川(No.1,8,9)の BOD の 75%値は、昭和 59 年以前は環境基準 AA 類型を

満足していなかったが、昭和 60 年以降では河川環境基準 AA 類型相当となってお

り、経年的には改善傾向がみられる。これは、放流水(No.7)についても同様の傾向

であった。近年 5 ヶ年では、経年的に大きな変化は見られない。  

一方、下流河川(荒鹿橋)の BOD の 75%値は、昭和 53 年以前は環境基準 A 類

型を満足していなかったが、昭和 54 年以降は河川環境基準 A 類型相当となって

おり、さらに経年的な改善傾向がみられており、近年 5 ヶ年では、経年的に改善

傾向がみられほぼ AA 類型相当の水準となり、放流水(No.7)とほぼ同程度となって

いる。 

流入河川と放流水(No.7)、下流河川を比較すると、放流水の水質は概ね流入河川

と同等の水質を示していることから、九頭竜ダムの存在による影響は小さいもの

と推察される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.2 流入河川及び下流河川のBOD の経年変化（最大値，75％値，最小値） 
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表 5.5-6(1) BODの環境基準満足状況（流入河川：S43～H19） 
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 表 5.5-6(2) BODの環境基準満足状況（下流河川：S43～H19） 
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鷲ダム（No.7) 環境基準点（荒鹿橋）

ｍ / ｎ ｍ / ｎ
S52 1.7 0.6 ～ 2.1 3 / 9 S52 1.8 0.5 ～ 1.8 6 / 6
S53 1.8 0.5 ～ 3.4 2 / 9 S53 2.2 0.7 ～ 2.9 4 / 6
S54 1.5 0.6 ～ 1.6 6 / 9 S54 1.9 1.0 ～ 3.3 5 / 6
S55 1.4 0.5 ～ 1.8 6 / 9 S55 1.6 0.5 ～ 1.9 6 / 6
S56 1.6 0.5 ～ 1.9 2 / 8 S56 1.6 0.5 ～ 2.0 6 / 6
S57 1.2 0.5 ～ 1.3 6 / 10 S57 2.0 0.5 ～ 2.8 5 / 6
S58 1.2 0.5 ～ 1.9 6 / 9 S58 0.9 0.5 ～ 3.1 5 / 6
S59 1.2 0.5 ～ 1.7 7 / 10 S59 1.3 0.5 ～ 1.5 6 / 6
S60 0.8 0.6 ～ 0.9 10 / 10 S60 1.2 0.6 ～ 1.7 6 / 6
S61 1.0 0.5 ～ 1.2 8 / 10 S61 2.2 0.5 ～ 2.4 4 / 6
S62 0.8 0.5 ～ 1.0 10 / 10 S62 1.3 0.5 ～ 1.8 6 / 6
S63 0.9 0.5 ～ 1.1 9 / 10 S63 1.9 0.5 ～ 2.0 6 / 6
H1 0.7 0.5 ～ 1.7 9 / 10 H1 1.3 0.5 ～ 2.0 6 / 6
H2 0.5 0.5 ～ 0.8 10 / 10 H2 1.4 0.5 ～ 1.4 6 / 6
H3 0.9 0.5 ～ 1.6 8 / 10 H3 1.7 0.5 ～ 2.0 6 / 6
H4 0.7 0.5 ～ 2.5 9 / 10 H4 1.2 0.5 ～ 1.4 6 / 6
H5 0.5 0.5 ～ 0.6 10 / 10 H5 0.9 0.5 ～ 1.4 6 / 6
H6 0.6 0.5 ～ 0.9 10 / 10 H6 2.0 0.5 ～ 2.7 5 / 6
H7 0.6 0.5 ～ 0.9 10 / 10 H7 0.7 0.5 ～ 0.8 6 / 6
H8 0.5 0.5 ～ 0.6 10 / 10 H8 1.0 0.7 ～ 1.8 6 / 6
H9 0.5 0.5 ～ 0.7 10 / 10 H9 1.2 0.5 ～ 1.4 6 / 6
H10 0.6 0.5 ～ 0.7 10 / 10 H10 0.7 0.5 ～ 1.0 6 / 6
H11 0.6 0.5 ～ 0.9 10 / 10 H11 0.9 0.6 ～ 1.3 6 / 6
H12 0.5 0.1 ～ 0.6 10 / 10 H12 0.9 0.5 ～ 1.0 6 / 6
H13 0.7 0.2 ～ 1.0 10 / 10 H13 1.0 0.5 ～ 1.1 6 / 6
H14 0.5 0.1 ～ 0.7 10 / 10 H14 1.3 0.5 ～ 1.5 6 / 6
H15 0.5 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H15 1.3 0.5 ～ 1.9 6 / 6
H16 0.5 0.1 ～ 0.6 10 / 10 H16 1.2 0.5 ～ 2.0 6 / 6
H17 0.7 0.1 ～ 0.9 10 / 10 H17 1.1 0.5 ～ 1.1 6 / 6
H18 0.6 0.3 ～ 0.9 9 / 9 H18 0.7 0.5 ～ 1.9 6 / 6
H19 0.5 0.1 ～ 0.7 10 / 10 H19 0.7 0.5 ～ 1.2 6 / 6
H20 0.9 0.3 ～ 1.2 9 / 10 H20 1.2 0.5 ～ 1.2 7 / 7
H21 0.9 0.6 ～ 1.0 10 / 10 H21 1.0 0.6 ～ 1.2 6 / 6
H22 0.7 0.3 ～ 1.2 9 / 10 H22 0.5 0.5 ～ 0.9 6 / 6
H23 0.7 0.3 ～ 0.8 10 / 10 H23 0.6 0.5 ～ 1.4 6 / 6
H24 0.6 0.3 ～ 0.8 9 / 9 H24 0.7 0.5 ～ 0.9 6 / 6

最大 1.8 0.6 ～ 3.4 最大 2.2 1.0 ～ 3.3

平均 0.8 0.4 ～ 1.2 平均 1.3 0.5 ～ 1.7
最小 0.5 0.1 ～ 0.5 最小 0.5 0.5 ～ 0.8

環境基準達成月数
最小値 ～ 最大値～ 最大値 平均値

環境基準達成月数
年年 平均値 最小値

ダム流入地点（No.1) 支川流入地点（No.9) 大谷橋付近（No.8）

ｍ / ｎ ｍ / ｎ ｍ / ｎ
S52 1.6 0.2 ～ 2.1 5 / 9 S52 - - ～ - - / - S52 1.5 0.4 ～ 2.5 5 / 9
S53 1.8 0.2 ～ 2.2 5 / 9 S53 - - ～ - - / - S53 1.8 0.6 ～ 2.2 2 / 9
S54 1.7 1.1 ～ 2.3 0 / 9 S54 - - ～ - - / - S54 2.0 0.8 ～ 3.0 3 / 9
S55 1.3 1.0 ～ 1.7 2 / 9 S55 - - ～ - - / - S55 1.2 0.5 ～ 1.9 6 / 9
S56 - - ～ - - / - S56 - - ～ - - / - S56 - - ～ - - / -
S57 0.8 0.5 ～ 2.1 8 / 9 S57 - - ～ - - / - S57 0.7 0.5 ～ 1.3 8 / 9
S58 0.7 0.5 ～ 1.0 9 / 9 S58 - - ～ - - / - S58 0.8 0.5 ～ 1.1 8 / 9
S59 1.0 0.5 ～ 1.1 8 / 10 S59 1.2 0.5 ～ 2.4 6 / 9 S59 1.0 0.5 ～ 1.3 9 / 10
S60 0.5 0.5 ～ 0.9 10 / 10 S60 0.6 0.5 ～ 1.0 10 / 10 S60 0.7 0.5 ～ 0.9 10 / 10
S61 0.7 0.5 ～ 0.8 8 / 8 S61 0.9 0.5 ～ 1.5 9 / 10 S61 0.6 0.5 ～ 1.1 9 / 10
S62 0.6 0.5 ～ 1.1 9 / 10 S62 0.5 0.5 ～ 0.6 10 / 10 S62 0.5 0.5 ～ 0.8 10 / 10
S63 0.5 0.5 ～ 0.6 10 / 10 S63 0.6 0.5 ～ 1.0 10 / 10 S63 0.7 0.5 ～ 1.0 10 / 10
H1 0.5 0.5 ～ 1.2 9 / 10 H1 0.5 0.5 ～ 1.1 9 / 10 H1 0.6 0.5 ～ 1.3 9 / 10
H2 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10 H2 0.5 0.5 ～ 0.9 10 / 10 H2 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10
H3 0.5 0.5 ～ 0.9 10 / 10 H3 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10 H3 0.5 0.5 ～ 0.7 10 / 10
H4 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10 H4 0.5 0.5 ～ 0.6 10 / 10 H4 0.6 0.5 ～ 0.9 10 / 10
H5 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10 H5 0.5 0.5 ～ 0.8 10 / 10 H5 0.5 0.5 ～ 0.6 10 / 10
H6 0.5 0.5 ～ 0.6 10 / 10 H6 0.5 0.5 ～ 0.8 10 / 10 H6 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10
H7 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10 H7 0.5 0.5 ～ 0.6 10 / 10 H7 0.5 0.5 ～ 0.7 10 / 10
H8 0.5 0.5 ～ 1.1 9 / 10 H8 0.5 0.5 ～ 0.7 10 / 10 H8 0.5 0.5 ～ 0.7 10 / 10
H9 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10 H9 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10 H9 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10
H10 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10 H10 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10 H10 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10
H11 0.5 0.5 ～ 0.6 10 / 10 H11 0.5 0.5 ～ 0.5 10 / 10 H11 0.5 0.5 ～ 0.6 10 / 10
H12 0.2 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H12 0.5 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H12 0.5 0.1 ～ 0.5 10 / 10
H13 0.4 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H13 0.3 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H13 0.4 0.2 ～ 0.5 10 / 10
H14 0.2 0.1 ～ 0.3 10 / 10 H14 0.4 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H14 0.3 0.1 ～ 0.4 10 / 10
H15 0.5 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H15 0.5 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H15 0.5 0.1 ～ 0.5 10 / 10
H16 0.5 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H16 0.2 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H16 0.4 0.1 ～ 0.5 10 / 10
H17 0.4 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H17 0.7 0.1 ～ 3.5 9 / 10 H17 0.5 0.1 ～ 0.7 10 / 10
H18 0.3 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H18 0.2 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H18 0.4 0.1 ～ 0.5 10 / 10
H19 0.3 0.1 ～ 0.5 10 / 10 H19 0.2 0.1 ～ 0.3 10 / 10 H19 0.3 0.1 ～ 0.5 10 / 10
H20 0.4 0.1 ～ 0.4 10 / 10 H20 0.4 0.2 ～ 0.4 10 / 10 H20 0.4 0.1 ～ 0.5 10 / 10
H21 0.2 0.1 ～ 0.3 10 / 10 H21 0.4 0.2 ～ 0.4 10 / 10 H21 0.4 0.2 ～ 0.4 10 / 10
H22 0.3 0.1 ～ 0.4 10 / 10 H22 0.3 0.2 ～ 0.4 10 / 10 H22 0.3 0.1 ～ 0.8 10 / 10
H23 0.2 0.1 ～ 0.4 10 / 10 H23 0.2 0.1 ～ 0.4 10 / 10 H23 0.3 0.1 ～ 0.5 10 / 10
H24 0.2 0.1 ～ 0.2 9 / 9 H24 0.3 0.1 ～ 0.4 9 / 9 H24 0.4 0.1 ～ 0.4 9 / 9

最大 1.8 1.1 ～ 2.3 最大 1.2 0.5 ～ 3.5 最大 2.0 0.8 ～ 3.0

平均 0.6 0.4 ～ 0.8 平均 0.5 0.3 ～ 0.8 平均 0.6 0.4 ～ 0.9
最小 0.2 0.1 ～ 0.2 最小 0.2 0.1 ～ 0.3 最小 0.3 0.1 ～ 0.4

環境基準達成月数
平均値

環境基準達成月数
年 最大値最小値 ～年 平均値 最小値 ～ 最大値

環境基準達成月数
平均値年 ～最小値 最大値
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3) SS 

流入河川(No.1,8,9)の SS の平均値は、昭和 52(1977)年の No.1 地点を除き、河

川環境基準 AA 類型相当を満足している。また、経年的には特に増加・減少傾向

は見られない。また、経月的には 5.3.3 に示したように出水に伴い増加する傾向

が認められる。  

一方、放流水(No.7)、及び下流河川(荒鹿橋)の SS の平均値は、昭和 52(1977)

年の荒鹿橋地点を除き、河川環境基準 AA(A)類型相当を満足している。また、流

入河川と比べても低い値で推移しているが、経月的には 5.3.3 に示したように、

出水時の影響が示唆される結果となっている。  

流入河川と放流水及び下流河川を比較すると、放流水及び下流河川が流入河川

よりもやや低い値を示す結果となっている。ただし、5.3.8 (3) にも示したよう

に濁水長期化の発生が報告されており、九頭竜ダムの存在による放流水及び下流

河川への影響があると考えられる。  

なお、濁水の長期化現象については、5.5.4. に示す。 
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図 5.5.3 流入河川及び下流河川のSS の経年変化（最大値，平均値，最小値） 
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表 5.5-7(1) SSの環境基準満足状況（流入河川：S43～H19） 
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 表 5.5-7(2)  SS の環境基準満足状況（下流河川：S43～H19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

鷲ダム（No.7) 環境基準点（荒鹿橋）

ｍ / ｎ ｍ / ｎ
S52 2.7 0.7 ～ 7.2 9 / 9 S52 39.3 1.0 ～ 218.0 5 / 6
S53 2.6 0.7 ～ 5.1 9 / 9 S53 4.5 2.0 ～ 6.0 6 / 6
S54 1.9 0.9 ～ 2.6 9 / 9 S54 3.2 1.0 ～ 8.0 6 / 6
S55 1.7 0.5 ～ 2.8 9 / 9 S55 3.8 1.0 ～ 7.0 6 / 6
S56 1.9 1.0 ～ 3.0 8 / 8 S56 4.2 3.0 ～ 6.0 6 / 6
S57 2.0 1.0 ～ 3.0 10 / 10 S57 2.8 1.0 ～ 5.0 6 / 6
S58 1.9 1.0 ～ 3.0 9 / 9 S58 4.7 3.0 ～ 12.0 6 / 6
S59 1.5 1.0 ～ 4.0 10 / 10 S59 5.2 3.0 ～ 7.0 6 / 6
S60 1.6 1.0 ～ 2.0 10 / 10 S60 3.0 1.0 ～ 10.0 6 / 6
S61 1.4 1.0 ～ 3.0 10 / 10 S61 1.2 1.0 ～ 2.0 6 / 6
S62 1.1 1.0 ～ 2.0 10 / 10 S62 1.8 1.0 ～ 4.0 6 / 6
S63 1.3 1.0 ～ 4.0 10 / 10 S63 3.0 2.0 ～ 5.0 6 / 6
H1 3.0 1.0 ～ 15.0 10 / 10 H1 3.3 1.0 ～ 7.0 6 / 6
H2 1.5 1.0 ～ 5.0 10 / 10 H2 2.3 1.0 ～ 4.0 6 / 6
H3 1.3 1.0 ～ 3.0 10 / 10 H3 5.5 1.0 ～ 19.0 6 / 6
H4 2.5 0.7 ～ 7.6 10 / 10 H4 3.2 1.0 ～ 6.0 6 / 6
H5 1.0 0.1 ～ 1.9 10 / 10 H5 2.2 1.0 ～ 5.0 6 / 6
H6 1.5 0.5 ～ 3.7 10 / 10 H6 3.7 2.0 ～ 8.0 6 / 6
H7 1.4 0.7 ～ 2.8 10 / 10 H7 2.5 1.0 ～ 7.0 6 / 6
H8 1.0 0.6 ～ 1.4 10 / 10 H8 2.5 1.0 ～ 4.0 6 / 6
H9 1.4 0.9 ～ 1.9 10 / 10 H9 1.8 1.0 ～ 2.0 6 / 6
H10 3.3 0.7 ～ 11.5 10 / 10 H10 6.8 1.0 ～ 26.0 5 / 6
H11 4.7 1.0 ～ 28.5 9 / 10 H11 3.7 2.0 ～ 7.0 6 / 6
H12 1.6 0.7 ～ 3.9 10 / 10 H12 1.7 1.0 ～ 3.0 6 / 6
H13 1.1 0.4 ～ 2.0 10 / 10 H13 3.3 1.0 ～ 12.0 6 / 6
H14 6.0 0.9 ～ 15.8 10 / 10 H14 3.7 1.0 ～ 6.0 6 / 6
H15 2.4 0.8 ～ 7.3 10 / 10 H15 2.5 1.0 ～ 3.0 6 / 6
H16 7.4 0.6 ～ 29.1 9 / 10 H16 2.5 1.0 ～ 5.0 6 / 6
H17 5.1 0.8 ～ 17.0 10 / 10 H17 3.5 1.0 ～ 10.0 6 / 6
H18 1.7 0.6 ～ 5.0 9 / 9 H18 1.8 1.0 ～ 4.0 6 / 6
H19 1.2 0.3 ～ 2.2 10 / 10 H19 2.0 1.0 ～ 6.0 6 / 6
H20 1.9 0.6 ～ 3.0 10 / 10 H20 2.1 1.0 ～ 6.0 7 / 7
H21 1.3 0.8 ～ 1.9 10 / 10 H21 3.0 1.0 ～ 8.0 6 / 6
H22 1.6 0.5 ～ 3.6 10 / 10 H22 1.0 1.0 ～ 1.0 6 / 6
H23 1.2 0.9 ～ 2.1 10 / 10 H23 1.0 1.0 ～ 1.0 6 / 6
H24 1.3 0.6 ～ 2.2 9 / 9 H24 1.2 1.0 ～ 2.0 6 / 6

最大 7.4 1.0 ～ 29.1 最大 39.3 3.0 ～ 218.0

平均 2.2 0.8 ～ 6.1 平均 4.0 1.3 ～ 12.6
最小 1.0 0.1 ～ 1.4 最小 1.0 1.0 ～ 1.0

環境基準達成月数
最小値 ～ 最大値～ 最大値 平均値

環境基準達成月数
年年 平均値 最小値

ダム流入地点（No.1) 支川流入地点（No.9) 大谷橋付近（No.8）

ｍ / ｎ ｍ / ｎ ｍ / ｎ
S52 37.5 0.3 ～ 289.0 7 / 9 S52 - - ～ - - / - S52 6.8 0.6 ～ 23.3 9 / 9
S53 15.0 0.6 ～ 120.0 8 / 9 S53 - - ～ - - / - S53 2.1 0.8 ～ 3.2 9 / 9
S54 1.0 0.4 ～ 1.9 9 / 9 S54 - - ～ - - / - S54 2.9 1.0 ～ 7.4 9 / 9
S55 1.4 0.5 ～ 2.6 9 / 9 S55 - - ～ - - / - S55 2.4 0.6 ～ 4.8 9 / 9
S56 - - ～ - - / - S56 - - ～ - - / - S56 - - ～ - - / -
S57 1.2 1.0 ～ 3.0 9 / 9 S57 - - ～ - - / - S57 3.8 1.0 ～ 14.0 9 / 9
S58 1.6 1.0 ～ 5.0 9 / 9 S58 - - ～ - - / - S58 2.1 1.0 ～ 4.0 9 / 9
S59 1.5 1.0 ～ 3.0 10 / 10 S59 2.0 1.0 ～ 5.0 9 / 9 S59 3.0 1.0 ～ 13.0 10 / 10
S60 1.0 1.0 ～ 1.0 10 / 10 S60 1.3 1.0 ～ 2.0 10 / 10 S60 2.0 1.0 ～ 4.0 10 / 10
S61 3.1 1.0 ～ 21.0 10 / 10 S61 6.3 1.0 ～ 31.0 9 / 10 S61 8.0 1.0 ～ 49.0 9 / 10
S62 1.0 1.0 ～ 1.0 10 / 10 S62 1.0 1.0 ～ 1.0 10 / 10 S62 1.5 1.0 ～ 3.0 10 / 10
S63 1.0 1.0 ～ 1.0 10 / 10 S63 1.4 1.0 ～ 4.0 10 / 10 S63 1.6 1.0 ～ 3.0 10 / 10
H1 1.2 1.0 ～ 3.0 10 / 10 H1 10.0 1.0 ～ 90.0 9 / 10 H1 2.6 1.0 ～ 10.0 10 / 10
H2 1.0 1.0 ～ 1.0 10 / 10 H2 1.4 1.0 ～ 3.0 10 / 10 H2 7.0 1.0 ～ 25.0 10 / 10
H3 1.1 1.0 ～ 2.0 10 / 10 H3 2.7 1.0 ～ 11.0 10 / 10 H3 2.4 1.0 ～ 4.0 10 / 10
H4 0.7 0.1 ～ 1.6 10 / 10 H4 1.4 0.2 ～ 7.0 10 / 10 H4 2.8 1.1 ～ 4.6 10 / 10
H5 1.7 0.1 ～ 12.0 10 / 10 H5 1.1 0.4 ～ 2.6 10 / 10 H5 3.3 0.8 ～ 17.4 10 / 10
H6 0.7 0.1 ～ 2.2 10 / 10 H6 0.9 0.1 ～ 1.9 10 / 10 H6 1.8 0.3 ～ 4.7 10 / 10
H7 0.8 0.1 ～ 3.7 10 / 10 H7 2.0 0.1 ～ 9.7 10 / 10 H7 2.5 0.6 ～ 5.7 10 / 10
H8 0.7 0.1 ～ 4.7 10 / 10 H8 1.3 0.1 ～ 8.5 10 / 10 H8 1.9 0.1 ～ 7.2 10 / 10
H9 1.0 0.1 ～ 3.3 10 / 10 H9 1.0 0.1 ～ 2.3 10 / 10 H9 2.2 0.5 ～ 7.7 10 / 10
H10 0.8 0.1 ～ 2.6 10 / 10 H10 1.4 0.3 ～ 5.2 10 / 10 H10 3.3 0.7 ～ 13.6 10 / 10
H11 0.4 0.1 ～ 0.7 10 / 10 H11 3.1 0.1 ～ 27.3 9 / 10 H11 2.3 0.8 ～ 3.9 10 / 10
H12 0.9 0.1 ～ 3.2 10 / 10 H12 3.6 0.1 ～ 25.6 9 / 10 H12 1.9 0.6 ～ 4.1 10 / 10
H13 1.3 0.1 ～ 6.9 10 / 10 H13 2.9 0.4 ～ 11.1 10 / 10 H13 4.0 0.6 ～ 19.8 10 / 10
H14 3.4 0.3 ～ 26.6 9 / 10 H14 2.1 0.6 ～ 7.5 10 / 10 H14 2.4 0.3 ～ 4.4 10 / 10
H15 0.8 0.1 ～ 2.0 10 / 10 H15 1.7 0.1 ～ 11.3 10 / 10 H15 3.7 0.7 ～ 11.3 10 / 10
H16 0.8 0.1 ～ 4.8 10 / 10 H16 21.2 0.1 ～ 205.6 9 / 10 H16 4.9 0.7 ～ 15.4 10 / 10
H17 0.8 0.1 ～ 3.1 10 / 10 H17 3.7 0.2 ～ 15.3 10 / 10 H17 6.4 0.8 ～ 19.3 10 / 10
H18 1.4 0.1 ～ 8.2 10 / 10 H18 6.6 0.1 ～ 44.5 9 / 10 H18 2.3 0.5 ～ 5.6 10 / 10
H19 0.6 0.1 ～ 2.5 10 / 10 H19 0.5 0.1 ～ 1.8 10 / 10 H19 1.0 0.1 ～ 2.4 10 / 10
H20 0.5 0.1 ～ 1.8 10 / 10 H20 1.1 0.1 ～ 4.8 10 / 10 H20 1.4 0.1 ～ 3.1 10 / 10
H21 0.7 0.1 ～ 2.2 10 / 10 H21 0.9 0.1 ～ 2.1 10 / 10 H21 0.8 0.3 ～ 1.3 10 / 10
H22 2.3 0.1 ～ 13.7 10 / 10 H22 2.3 0.2 ～ 8.8 10 / 10 H22 10.9 0.3 ～ 75.3 9 / 10
H23 0.5 0.2 ～ 1.0 10 / 10 H23 1.0 0.2 ～ 4.6 10 / 10 H23 3.0 0.3 ～ 21.7 10 / 10
H24 0.8 0.1 ～ 3.7 9 / 9 H24 1.8 0.4 ～ 9.6 9 / 9 H24 1.7 0.3 ～ 5.8 9 / 9

最大 37.5 1.0 ～ 289.0 最大 21.2 1.0 ～ 205.6 最大 10.9 1.1 ～ 75.3

平均 2.6 0.4 ～ 16.1 平均 3.0 0.4 ～ 19.5 平均 3.2 0.7 ～ 12.1
最小 0.4 0.1 ～ 0.7 最小 0.5 0.1 ～ 1.0 最小 0.8 0.1 ～ 1.3

環境基準達成月数
平均値

環境基準達成月数
年 最大値最小値 ～年 平均値 最小値 ～ 最大値

環境基準達成月数
平均値年 ～最小値 最大値
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4) DO 

流入河川(No.1,8,9)の DO の平均値は、全ての年で河川環境基準 AA 類型相当で

あり、経年的にも変化は見られない。また、経月的には、5.3.3 に示したように

夏期から秋期に水温の変動に応じて低下する特性が認められる。  

放流水(No.7)、及び下流河川(荒鹿橋)の DO の平均値についても、全ての年で河

川環境基準 AA(A)類型相当であり、経月的にも、流入河川同様の傾向であった。  

流入河川と放流水(No.7)及び下流河川(荒鹿橋)を比較すると、下流河川の水質は

概ね流入河川と同等の水質を示していることから、九頭竜ダムの存在による影響

は小さいものと推察される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.4 流入河川及び下流河川のDO の経年変化（最大値，平均値，最小値） 
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表 5.5-8(1) DO の環境基準満足状況（流入河川：S43～H19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

 

 表 5.5-8(2) DOの環境基準満足状況（下流河川：S43～H19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

 

鷲ダム（No.7) 環境基準点（荒鹿橋）

ｍ / ｎ ｍ / ｎ
S52 8.6 7.9 ～ 10.1 9 / 9 S52 9.8 8.1 ～ 11.0 6 / 6
S53 9.0 7.6 ～ 10.9 9 / 9 S53 9.8 7.6 ～ 12.0 6 / 6
S54 8.7 7.5 ～ 10.7 9 / 9 S54 10.0 8.3 ～ 11.0 6 / 6
S55 9.1 7.9 ～ 11.2 9 / 9 S55 10.0 8.1 ～ 12.0 6 / 6
S56 9.4 8.6 ～ 11.1 8 / 8 S56 10.6 8.6 ～ 12.0 6 / 6
S57 9.5 7.9 ～ 11.1 10 / 10 S57 10.2 8.7 ～ 13.0 6 / 6
S58 9.4 8.4 ～ 10.6 9 / 9 S58 10.1 8.0 ～ 12.0 6 / 6
S59 9.9 8.3 ～ 11.3 10 / 10 S59 10.0 8.3 ～ 11.0 6 / 6
S60 9.7 8.1 ～ 11.7 10 / 10 S60 10.3 8.5 ～ 12.0 6 / 6
S61 9.6 8.7 ～ 11.3 10 / 10 S61 10.7 9.0 ～ 13.0 6 / 6
S62 9.2 8.1 ～ 11.0 10 / 10 S62 10.3 8.8 ～ 12.0 6 / 6
S63 9.7 8.0 ～ 11.2 10 / 10 S63 10.4 8.9 ～ 12.0 6 / 6
H1 9.6 8.3 ～ 11.2 10 / 10 H1 10.1 8.6 ～ 12.0 6 / 6
H2 8.9 7.4 ～ 10.8 9 / 10 H2 9.8 8.7 ～ 11.0 6 / 6
H3 9.7 8.7 ～ 11.0 10 / 10 H3 9.8 7.9 ～ 12.0 6 / 6
H4 9.3 7.5 ～ 10.8 10 / 10 H4 9.8 8.2 ～ 11.0 6 / 6
H5 9.4 8.3 ～ 11.6 10 / 10 H5 10.3 8.8 ～ 12.0 6 / 6
H6 9.4 7.8 ～ 11.0 10 / 10 H6 9.9 8.0 ～ 12.0 6 / 6
H7 9.5 8.1 ～ 10.9 10 / 10 H7 10.2 8.2 ～ 13.0 6 / 6
H8 9.4 7.8 ～ 11.1 10 / 10 H8 10.2 8.3 ～ 12.0 6 / 6
H9 9.6 8.4 ～ 11.0 10 / 10 H9 10.3 8.4 ～ 12.0 6 / 6
H10 9.3 7.8 ～ 10.7 10 / 10 H10 10.1 8.4 ～ 12.0 6 / 6
H11 9.3 8.0 ～ 11.3 10 / 10 H11 10.0 8.5 ～ 12.0 6 / 6
H12 9.3 7.5 ～ 11.0 10 / 10 H12 10.3 8.9 ～ 12.0 6 / 6
H13 9.9 8.3 ～ 11.9 10 / 10 H13 10.7 9.0 ～ 13.0 6 / 6
H14 9.4 7.7 ～ 11.0 10 / 10 H14 9.9 8.7 ～ 12.0 6 / 6
H15 9.3 7.8 ～ 11.6 10 / 10 H15 10.0 7.9 ～ 12.0 6 / 6
H16 9.1 7.4 ～ 11.3 9 / 10 H16 10.3 8.8 ～ 12.0 6 / 6
H17 9.2 7.8 ～ 10.8 10 / 10 H17 10.1 8.6 ～ 12.0 6 / 6
H18 9.4 8.0 ～ 10.6 9 / 9 H18 10.2 8.8 ～ 12.0 6 / 6
H19 9.6 8.0 ～ 11.4 10 / 10 H19 9.6 8.6 ～ 11.0 6 / 6
H20 9.7 8.2 ～ 11.2 10 / 10 H20 10.1 8.6 ～ 13.0 7 / 7
H21 9.4 8.4 ～ 11.0 10 / 10 H21 10.5 8.6 ～ 13.0 6 / 6
H22 9.7 8.4 ～ 11.3 10 / 10 H22 10.2 8.1 ～ 12.0 6 / 6
H23 9.6 8.5 ～ 11.2 10 / 10 H23 10.6 8.4 ～ 12.0 6 / 6
H24 9.4 8.1 ～ 11.1 9 / 9 H24 10.3 8.2 ～ 12.0 6 / 6

最大 9.9 8.7 ～ 11.9 最大 10.7 9.0 ～ 13.0

平均 9.4 8.0 ～ 11.1 平均 10.1 8.4 ～ 12.0
最小 8.6 7.4 ～ 10.1 最小 9.6 7.6 ～ 11.0

環境基準達成月数
最小値 ～ 最大値～ 最大値 平均値

環境基準達成月数
年年 平均値 最小値

ダム流入地点（No.1) 支川流入地点（No.9) 大谷橋付近（No.8）

ｍ / ｎ ｍ / ｎ ｍ / ｎ
S52 9.0 8.0 ～ 10.1 9 / 9 S52 - - ～ - - / - S52 9.4 8.1 ～ 10.8 9 / 9
S53 9.1 7.6 ～ 10.7 9 / 9 S53 - - ～ - - / - S53 9.0 7.0 ～ 10.9 7 / 9
S54 9.5 8.3 ～ 10.5 9 / 9 S54 - - ～ - - / - S54 9.3 8.1 ～ 10.5 9 / 9
S55 9.8 8.6 ～ 11.4 9 / 9 S55 - - ～ - - / - S55 9.3 7.9 ～ 11.5 9 / 9
S56 8.7 8.3 ～ 9.3 4 / 4 S56 - - ～ - - / - S56 8.8 7.9 ～ 9.5 4 / 4
S57 9.1 8.2 ～ 10.2 9 / 9 S57 - - ～ - - / - S57 9.2 8.1 ～ 10.7 9 / 9
S58 9.2 8.2 ～ 11.6 9 / 9 S58 - - ～ - - / - S58 9.4 8.1 ～ 10.8 9 / 9
S59 9.9 8.0 ～ 12.2 10 / 10 S59 9.8 8.4 ～ 11.8 9 / 9 S59 10.0 8.1 ～ 11.9 10 / 10
S60 9.6 7.5 ～ 11.9 10 / 10 S60 9.7 8.0 ～ 11.5 10 / 10 S60 9.8 7.8 ～ 12.4 10 / 10
S61 10.0 8.8 ～ 11.6 10 / 10 S61 9.7 8.1 ～ 11.4 10 / 10 S61 10.1 8.3 ～ 11.8 10 / 10
S62 9.8 8.3 ～ 12.8 10 / 10 S62 9.6 8.6 ～ 12.5 10 / 10 S62 9.8 8.3 ～ 11.3 10 / 10
S63 10.0 8.6 ～ 11.6 10 / 10 S63 10.0 8.5 ～ 11.6 10 / 10 S63 10.0 8.5 ～ 11.2 10 / 10
H1 10.0 8.7 ～ 11.6 10 / 10 H1 10.0 8.7 ～ 11.4 10 / 10 H1 10.1 8.7 ～ 11.8 10 / 10
H2 9.5 8.1 ～ 11.5 10 / 10 H2 9.5 8.3 ～ 10.9 10 / 10 H2 9.7 8.1 ～ 11.6 10 / 10
H3 9.8 8.3 ～ 11.5 10 / 10 H3 9.6 8.6 ～ 11.4 10 / 10 H3 9.6 7.9 ～ 11.8 10 / 10
H4 9.6 8.3 ～ 11.8 10 / 10 H4 9.6 7.4 ～ 11.1 9 / 10 H4 9.5 8.5 ～ 11.7 10 / 10
H5 10.1 8.6 ～ 12.5 10 / 10 H5 9.7 7.7 ～ 11.8 10 / 10 H5 9.9 7.9 ～ 11.7 10 / 10
H6 9.5 7.7 ～ 11.9 10 / 10 H6 9.4 7.9 ～ 11.2 10 / 10 H6 9.7 7.8 ～ 12.3 10 / 10
H7 9.9 8.4 ～ 12.2 10 / 10 H7 9.6 8.3 ～ 11.3 10 / 10 H7 10.0 8.6 ～ 11.7 10 / 10
H8 9.8 7.9 ～ 12.1 10 / 10 H8 9.7 8.2 ～ 11.9 10 / 10 H8 9.8 7.9 ～ 11.5 10 / 10
H9 9.8 8.7 ～ 11.2 10 / 10 H9 9.7 8.7 ～ 10.8 10 / 10 H9 9.9 8.5 ～ 11.6 10 / 10
H10 9.6 8.7 ～ 11.8 10 / 10 H10 9.5 8.7 ～ 11.5 10 / 10 H10 9.7 8.4 ～ 12.0 10 / 10
H11 9.8 8.3 ～ 12.0 10 / 10 H11 9.6 8.2 ～ 11.4 10 / 10 H11 9.5 8.1 ～ 12.0 10 / 10
H12 9.6 8.3 ～ 11.0 10 / 10 H12 9.5 8.4 ～ 10.9 10 / 10 H12 10.0 8.4 ～ 11.8 10 / 10
H13 9.8 8.3 ～ 11.6 10 / 10 H13 9.7 8.5 ～ 11.0 10 / 10 H13 10.0 8.1 ～ 11.9 10 / 10
H14 9.9 8.0 ～ 11.9 10 / 10 H14 9.6 7.9 ～ 11.3 10 / 10 H14 10.1 8.0 ～ 12.0 10 / 10
H15 9.8 8.5 ～ 11.7 10 / 10 H15 9.6 8.4 ～ 10.6 10 / 10 H15 9.9 8.2 ～ 11.6 10 / 10
H16 9.6 8.1 ～ 11.7 10 / 10 H16 9.5 8.3 ～ 11.5 10 / 10 H16 9.6 7.9 ～ 12.0 10 / 10
H17 9.7 8.0 ～ 12.5 10 / 10 H17 9.4 8.2 ～ 11.2 10 / 10 H17 9.7 8.0 ～ 12.1 10 / 10
H18 9.4 7.7 ～ 11.5 10 / 10 H18 9.5 7.6 ～ 11.4 10 / 10 H18 9.8 8.2 ～ 11.5 10 / 10
H19 9.8 8.3 ～ 11.3 10 / 10 H19 10.1 9.0 ～ 11.3 10 / 10 H19 10.2 8.7 ～ 12.1 10 / 10
H20 10.0 7.6 ～ 12.7 10 / 10 H20 10.1 8.6 ～ 11.3 10 / 10 H20 10.1 8.3 ～ 11.8 10 / 10
H21 9.9 8.6 ～ 12.8 10 / 10 H21 10.0 8.6 ～ 11.9 10 / 10 H21 9.8 8.6 ～ 12.4 10 / 10
H22 9.9 8.3 ～ 11.9 10 / 10 H22 10.1 8.7 ～ 11.5 10 / 10 H22 10.0 8.2 ～ 11.8 10 / 10
H23 10.0 8.6 ～ 11.7 10 / 10 H23 9.9 8.5 ～ 11.4 10 / 10 H23 10.1 8.5 ～ 12.0 10 / 10
H24 9.8 8.1 ～ 12.8 9 / 9 H24 9.9 8.5 ～ 12.2 9 / 9 H24 9.8 8.3 ～ 12.0 9 / 9

最大 10.1 8.8 ～ 12.8 最大 10.1 9.0 ～ 12.5 最大 10.2 8.7 ～ 12.4

平均 9.7 8.2 ～ 11.6 平均 9.7 8.3 ～ 11.4 平均 9.7 8.2 ～ 11.6
最小 8.7 7.5 ～ 9.3 最小 9.4 7.4 ～ 10.6 最小 8.8 7.0 ～ 9.5

環境基準達成月数
平均値

環境基準達成月数
年 最大値最小値 ～年 平均値 最小値 ～ 最大値

環境基準達成月数
平均値年 ～最小値 最大値
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5) 大腸菌 

① 大腸菌群数  

流入河川(No.1,8,9)の大腸菌群数の平均値は、全ての年で環境基準 A 類型

相当であり、当該河川区間の類型指定（河川 AA 類型）を満足していない。

また、下流河川を除き経年的に増加傾向である。上流域において大きな汚濁

負荷源はなく、森林が主な土地であることから、夏季における水温上昇が主

な要因と考えられる。  

一方、放流水(No.7)の大腸菌群数は、年平均値で環境基準 A 類型～AA 類

型で推移しており、流入河川より低い遺体となっている。経年的には流入河

川と同様に上昇傾向である。  

下流河川(荒鹿橋)の大腸菌群数は、平均値で環境基準 B～A で推移してお

り、経年的に改善傾向となっている。下流市街地などの汚濁負荷の流入の影

響を受けていると考えられる。  

以上から、九頭竜ダムの存在による影響は小さい物と考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 
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【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.5 流入河川及び下流河川の大腸菌群数の経年変化（最大値，平均値，最小値） 
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表 5.5-9(1) 大腸菌群数の環境基準満足状況（流入河川：S43～H19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

 

 表 5.5-9(2) 大腸菌群数の環境基準満足状況（下流河川：S43～H19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

 

鷲ダム（No.7) 環境基準点（荒鹿橋）

ｍ / ｎ ｍ / ｎ
S52 - - ～ - - / - S52 4202.0 2.0 ～ 18000.0 2 / 6
S53 - - ～ - - / - S53 3426.7 330.0 ～ 11000.0 2 / 6
S54 - - ～ - - / - S54 14333.3 700.0 ～ 54000.0 1 / 6
S55 - - ～ - - / - S55 1370.0 540.0 ～ 2200.0 2 / 6
S56 12.6 2.0 ～ 49.0 8 / 8 S56 7550.0 900.0 ～ 24000.0 1 / 6
S57 44.7 2.0 ～ 350.0 9 / 10 S57 12740.0 400.0 ～ 24000.0 1 / 6
S58 40.3 2.0 ～ 240.0 8 / 9 S58 5767.0 2.0 ～ 23000.0 2 / 6
S59 223.9 2.0 ～ 920.0 6 / 10 S59 10650.3 2.0 ～ 24000.0 1 / 6
S60 79.4 2.0 ～ 220.0 5 / 10 S60 10466.7 400.0 ～ 15000.0 1 / 6
S61 375.0 8.0 ～ 3500.0 8 / 10 S61 12558.3 150.0 ～ 46000.0 1 / 6
S62 75.7 5.0 ～ 240.0 5 / 10 S62 2667.0 2.0 ～ 4600.0 2 / 6
S63 32.4 2.0 ～ 79.0 9 / 10 S63 11500.0 2400.0 ～ 46000.0 0 / 6
H1 43.7 4.0 ～ 240.0 8 / 10 H1 6342.2 93.0 ～ 23000.0 3 / 6
H2 25.6 5.0 ～ 99.0 9 / 10 H2 10733.3 240.0 ～ 43000.0 3 / 6
H3 48.5 2.0 ～ 280.0 8 / 10 H3 6658.3 150.0 ～ 24000.0 1 / 6
H4 30.3 2.0 ～ 170.0 9 / 10 H4 1277.5 15.0 ～ 4300.0 4 / 6
H5 30.6 5.0 ～ 140.0 9 / 10 H5 1155.5 93.0 ～ 2100.0 2 / 6
H6 26.2 8.0 ～ 79.0 9 / 10 H6 9215.5 93.0 ～ 46000.0 1 / 6
H7 71.6 4.0 ～ 540.0 8 / 10 H7 4951.7 210.0 ～ 24000.0 3 / 6
H8 18.4 0.0 ～ 49.0 10 / 10 H8 2050.0 700.0 ～ 3300.0 1 / 6
H9 24.6 8.0 ～ 49.0 10 / 10 H9 2215.0 130.0 ～ 7900.0 2 / 6
H10 63.0 0.0 ～ 140.0 5 / 10 H10 3978.2 79.0 ～ 9400.0 2 / 6
H11 40.5 2.0 ～ 160.0 7 / 10 H11 4041.7 460.0 ～ 11000.0 2 / 6
H12 34.1 0.0 ～ 79.0 7 / 10 H12 3372.2 33.0 ～ 13000.0 3 / 6
H13 59.4 0.0 ～ 350.0 7 / 10 H13 1766.7 110.0 ～ 3500.0 2 / 6
H14 2108.0 2.0 ～ 18000.0 6 / 10 H14 3028.3 170.0 ～ 7900.0 2 / 6
H15 362.2 0.0 ～ 1600.0 5 / 10 H15 5273.3 220.0 ～ 17000.0 2 / 6
H16 219.9 0.0 ～ 1300.0 5 / 10 H16 2221.7 240.0 ～ 7900.0 3 / 6
H17 65.4 0.0 ～ 180.0 4 / 10 H17 3170.0 130.0 ～ 9200.0 2 / 6
H18 33.3 2.0 ～ 79.0 8 / 9 H18 1318.3 220.0 ～ 3300.0 2 / 6
H19 248.6 0.0 ～ 1300.0 5 / 10 H19 1201.7 230.0 ～ 3300.0 4 / 6
H20 116.5 0.0 ～ 330.0 6 / 10 H20 1100.0 230.0 ～ 3300.0 5 / 7
H21 176.2 0.0 ～ 1300.0 6 / 10 H21 423.3 170.0 ～ 1100.0 5 / 6
H22 314.3 23.0 ～ 1700.0 4 / 10 H22 1941.7 130.0 ～ 7900.0 4 / 6
H23 59.9 4.5 ～ 170.0 6 / 10 H23 2525.5 33.0 ～ 7900.0 3 / 6
H24 275.9 13.0 ～ 1300.0 5 / 9 H24 6616.7 170.0 ～ 17000.0 3 / 6

最大 2108.0 23.0 ～ 18000.0 最大 14333.3 2400.0 ～ 54000.0

平均 168.1 3.4 ～ 1101.0 平均 5105.8 282.7 ～ 16447.2
最小 12.6 2.0 ～ 49.0 最小 423.3 2.0 ～ 1100.0

環境基準達成月数
最小値 ～ 最大値～ 最大値 平均値

環境基準達成月数
年年 平均値 最小値

ダム流入地点（No.1) 支川流入地点（No.9) 大谷橋付近（No.8）

ｍ / ｎ ｍ / ｎ ｍ / ｎ
S52 1827.3 2.0 ～ 16000.0 6 / 9 S52 - - ～ - - / - S52 238.4 2.0 ～ 1400.0 4 / 9
S53 52.4 2.0 ～ 170.0 6 / 9 S53 - - ～ - - / - S53 150.8 5.0 ～ 700.0 6 / 9
S54 71.4 11.0 ～ 220.0 6 / 9 S54 - - ～ - - / - S54 115.7 11.0 ～ 540.0 4 / 9
S55 109.0 5.0 ～ 540.0 5 / 9 S55 - - ～ - - / - S55 68.9 17.0 ～ 220.0 6 / 9
S56 - - ～ - - / - S56 - - ～ - - / - S56 - - ～ - - / -
S57 86.9 2.0 ～ 540.0 7 / 9 S57 - - ～ - - / - S57 46.4 2.0 ～ 130.0 6 / 9
S58 43.3 2.0 ～ 130.0 7 / 9 S58 - - ～ - - / - S58 52.6 8.0 ～ 110.0 6 / 9
S59 39.1 2.0 ～ 130.0 8 / 10 S59 137.1 2.0 ～ 920.0 6 / 9 S59 174.1 2.0 ～ 350.0 3 / 10
S60 183.6 8.0 ～ 540.0 4 / 10 S60 337.3 2.0 ～ 1700.0 4 / 10 S60 206.4 8.0 ～ 920.0 4 / 10
S61 200.5 8.0 ～ 1300.0 4 / 10 S61 593.9 2.0 ～ 2400.0 3 / 10 S61 107.7 17.0 ～ 330.0 6 / 10
S62 337.4 8.0 ～ 2400.0 5 / 10 S62 489.1 5.0 ～ 1400.0 4 / 10 S62 259.1 33.0 ～ 920.0 1 / 10
S63 87.4 2.0 ～ 350.0 7 / 10 S63 251.8 17.0 ～ 1300.0 5 / 10 S63 89.3 23.0 ～ 220.0 6 / 10
H1 41.4 11.0 ～ 130.0 9 / 10 H1 100.7 5.0 ～ 540.0 6 / 10 H1 91.6 13.0 ～ 330.0 5 / 10
H2 69.3 8.0 ～ 170.0 6 / 10 H2 123.7 6.0 ～ 540.0 5 / 10 H2 340.9 23.0 ～ 920.0 3 / 10
H3 51.0 8.0 ～ 230.0 8 / 10 H3 130.5 5.0 ～ 490.0 5 / 10 H3 140.9 11.0 ～ 790.0 4 / 10
H4 37.7 2.0 ～ 170.0 9 / 10 H4 110.3 2.0 ～ 350.0 6 / 10 H4 90.9 7.0 ～ 330.0 6 / 10
H5 112.0 8.0 ～ 490.0 5 / 10 H5 223.6 5.0 ～ 790.0 4 / 10 H5 238.9 8.0 ～ 1300.0 4 / 10
H6 57.6 8.0 ～ 180.0 6 / 10 H6 76.4 8.0 ～ 330.0 6 / 10 H6 208.2 11.0 ～ 1100.0 3 / 10
H7 252.7 11.0 ～ 920.0 3 / 10 H7 95.7 17.0 ～ 350.0 6 / 10 H7 255.8 23.0 ～ 920.0 4 / 10
H8 336.3 0.0 ～ 1600.0 5 / 10 H8 280.9 0.0 ～ 1600.0 5 / 10 H8 310.2 0.0 ～ 1600.0 4 / 10
H9 254.1 13.0 ～ 1600.0 5 / 10 H9 159.5 2.0 ～ 920.0 6 / 10 H9 147.1 8.0 ～ 540.0 4 / 10
H10 124.6 5.0 ～ 350.0 5 / 10 H10 86.8 11.0 ～ 240.0 5 / 10 H10 181.1 11.0 ～ 920.0 3 / 10
H11 52.7 0.0 ～ 130.0 7 / 10 H11 71.8 0.0 ～ 350.0 7 / 10 H11 142.3 2.0 ～ 540.0 5 / 10
H12 43.8 5.0 ～ 94.0 6 / 10 H12 61.9 23.0 ～ 220.0 8 / 10 H12 213.2 0.0 ～ 920.0 3 / 10
H13 376.8 2.0 ～ 1800.0 7 / 10 H13 262.8 0.0 ～ 1600.0 4 / 10 H13 394.0 23.0 ～ 1600.0 4 / 10
H14 241.0 17.0 ～ 1300.0 3 / 10 H14 377.3 0.4 ～ 1300.0 2 / 10 H14 550.3 0.0 ～ 1700.0 4 / 10
H15 430.2 8.0 ～ 1600.0 4 / 10 H15 443.6 23.0 ～ 1600.0 2 / 10 H15 356.6 13.0 ～ 1600.0 3 / 10
H16 317.9 13.0 ～ 920.0 5 / 10 H16 448.1 23.0 ～ 1600.0 2 / 10 H16 341.9 13.0 ～ 920.0 3 / 10
H17 307.3 5.0 ～ 920.0 3 / 10 H17 372.7 13.0 ～ 1600.0 4 / 10 H17 462.1 2.0 ～ 1600.0 4 / 10
H18 209.0 2.0 ～ 920.0 6 / 10 H18 375.2 0.0 ～ 1600.0 3 / 10 H18 235.3 13.0 ～ 1600.0 6 / 10
H19 264.1 23.0 ～ 1300.0 5 / 10 H19 369.6 11.0 ～ 1700.0 5 / 10 H19 344.8 8.0 ～ 1100.0 3 / 10
H20 132.3 2.0 ～ 490.0 4 / 10 H20 138.3 4.5 ～ 490.0 5 / 10 H20 860.5 7.8 ～ 4900.0 4 / 10
H21 347.8 0.0 ～ 1300.0 2 / 10 H21 296.7 7.8 ～ 1300.0 4 / 10 H21 268.4 2.0 ～ 1300.0 4 / 10
H22 471.5 26.0 ～ 1300.0 2 / 10 H22 551.9 79.0 ～ 2200.0 0 / 10 H22 638.4 46.0 ～ 1700.0 3 / 10
H23 96.9 7.8 ～ 330.0 6 / 10 H23 208.0 33.0 ～ 790.0 3 / 10 H23 271.2 33.0 ～ 490.0 2 / 10
H24 251.9 23.0 ～ 1300.0 4 / 9 H24 624.9 33.0 ～ 2800.0 3 / 9 H24 460.0 22.0 ～ 2200.0 3 / 9

最大 1827.3 26.0 ～ 16000.0 最大 624.9 79.0 ～ 2800.0 最大 860.5 46.0 ～ 4900.0

平均 226.2 7.4 ～ 1196.1 平均 269.0 11.7 ～ 1138.6 平均 258.7 12.2 ～ 1050.3
最小 37.7 2.0 ～ 94.0 最小 61.9 0.4 ～ 220.0 最小 46.4 2.0 ～ 110.0

環境基準達成月数
平均値

環境基準達成月数
年 最大値最小値 ～年 平均値 最小値 ～ 最大値

環境基準達成月数
平均値年 ～最小値 最大値
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② 大腸菌群数  

大腸菌群数の中には土壌･植物など自然界に由来するものも含まれるため、

ここでは、人為由来での汚染状況を現す指標として、ダム湖内(No.2)につい

て、大腸菌群数および糞便性大腸菌群数の調査結果を整理した結果を図 

5.5.6 に示す。  

大腸菌群数に対して糞便性大腸菌群数の占める割合は小さく、九頭竜ダム

においては、大部分の大腸菌群数が自然由来のものであると考えられる。  

なお、公共用水域における糞便性大腸菌群数に関わる環境基準は設定され

ていないことから、「水浴場における糞便性大腸菌群数による水質判定方法」

(平成 9 年 4 月 11 日付け環水管第 115 号水質保全局長通知)の判定基準(表 

5.5-10)を目安とした場合、糞便性大腸菌群数の水浴に適した基準値が

100MPN 以下である。ほとんどの場合、糞便性大腸菌群数は 100 個/100mL 

未満であり、水浴場の判定では「適」と判断されるため、ただちに人体に害

を与えるレベルではないと考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.6 糞便性大腸菌群数の推移と大腸菌群数に対して占める割合 

 

表 5.5-10 水浴場における糞便性大腸菌群数による水質判定方法 

区 分 糞便性大腸菌群数基準値 

適 水質 AA 不検出(検出限界 2 個/100mL) 

水質 A 100 個/100mL 以下 

可 水質 B 400 個/100mL 以下 

水質 C 1000 個/100mL 以下 

不適 1000 個/100m を超えるもの 

【出典：「水浴場における糞便性大腸菌群数による水質判定方法」 平成 9 年 4 月】 

環境基準

(河川 AA) 
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5.5.2 健康項目の評価  

健康項目とは、人の健康に被害を生じるおそれのある重金属や有機塩素系化合物などを

対象に 26 項目が挙げられ、それぞれ基準値が全国一律で指定されている。健康項目につ

いては貯水池内 No.6（ダムサイト：表層）、No.2（箱ヶ瀬橋：表層）で測定されており、

下流の環境基準点である荒鹿橋（環境基準点）についても整理した。  

 

表 5.5-11 健康項目の基準値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については最高値とする。 

※「検出されないこと」は、定量下限値未満であり、以下の項目は「報告下限値」を下限とする。 

全シアン 0.1mg/L、アルキル水銀 0.0005mg/L、ホリ塩化ビフェニル 0.0005mg/L 

【出典：河川水質試験試験方法(案) 2008 年版 平成 21 年 3 月】 

 

項　　目 健康項目の基準値 項　　目 健康項目の基準値

カドミウム 0.01以下 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 1以下

全シアン 検出されないこと 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.006以下

鉛         0.1以下 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.03以下

6価クロム  0.05以下 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01以下

ヒ素   0.05以下 1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 0.002以下

総水銀   0.0005以下 チウラム 0.006以下

アルキル水銀 検出されないこと シマジン 0.003以下

ＰＣＢ 検出されないこと チオベンカルブ 0.02以下

ジクロロメタン 0.02以下 ベンゼン 0.01以下

四塩化炭素  0.002以下 セレン 0.01以下

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.004以下 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10以下

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.02以下 フッ素 0.8以下

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04以下 ホウ素 1以下
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(1) 貯水池内 No.6（ダムサイト：表層）の評価  

No.6 表層における各年の健康項目分析結果を表 5.5-12 に示す。各項目とも環境基

準を満足している。  

 

表 5.5-12(1) 健康項目の評価（No.6 表層:S43～S56） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

 

表 5.5-12(2) 健康項目の評価（No.6 表層:S57～H7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

 

 

 

 

 

 

 

項　　目 単　位 健康項目の基準値 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56

カドミウム mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.005 未実施 未実施 未実施 未実施 0.005 <0.005 <0.005 <0.005

全シアン mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.1 0.1 0.1 0.1

鉛         mg/L 0.1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.05 未実施 未実施 未実施 未実施 0.05 <0.05 <0.05 <0.05

6価クロム  mg/L 0.05以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.02 <0.02 <0.02 <0.02

ヒ素   mg/L 0.05以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.02 <0.02 <0.02 <0.02

総水銀   mg/L 0.0005以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.0005 <0.00 <0.00 <0.00

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.0005 0.0005 0.0005 0.0005

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.0005 0.0005 0.0005 0.0005

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

チウラム mg/L 0.006以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

シマジン mg/L 0.003以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ベンゼン mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

セレン mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

フッ素 mg/L 0.8以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ホウ素 mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

項　　目 単　位 健康項目の基準値 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7

カドミウム mg/L 0.01以下 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 未実施 <0.005 <0.005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

全シアン mg/L 検出されないこと 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 未実施 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

鉛         mg/L 0.1以下 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 未実施 <0.05 <0.05 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002

6価クロム  mg/L 0.05以下 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 未実施 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.020 <0.020

ヒ素   mg/L 0.05以下 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 未実施 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005

総水銀   mg/L 0.0005以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 未実施 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.001 <0.001

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 0.0005 0.0005 0.0005 0.0005 0.0005 未実施 0.0005 0.0005 0.0005 0.0005 0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと 0.0005 0.0005 0.0005 0.0005 0.0005 未実施 0.0005 0.0005 0.0005 0.0005 0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.002 <0.002

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.000 <0.000

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.000 <0.000

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.002 <0.002

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.004 <0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.001 <0.001

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.001 <0.001

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00 <0.00 <0.00 <0.002 <0.002

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00 <0.00 <0.00 <0.001 <0.001

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.000 <0.000

チウラム mg/L 0.006以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.001 <0.001

シマジン mg/L 0.003以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.000 <0.000

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.002 <0.002

ベンゼン mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.001 <0.001

セレン mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.002 <0.002

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

フッ素 mg/L 0.8以下 <0.10 <0.10 <0.10 <0.10 <0.10 未実施 <0.10 <0.10 <0.10 <0.10 <0.10 <0.10 <0.100 <0.100

ホウ素 mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施
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表 5.5-12(3) 健康項目の評価（No.6 表層:H8～H21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

 

表 5.5-12(4) 健康項目の評価（No.6 表層:H22～H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

 

 

項　　目 単　位 健康項目の基準値 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

カドミウム mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

全シアン mg/L 検出されないこと 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

鉛         mg/L 0.1以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.002 <0.001 <0.001

6価クロム  mg/L 0.05以下 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.010

ヒ素   mg/L 0.05以下 <0.005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.005 <0.005 <0.001

総水銀   mg/L 0.0005以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 未実施 未実施 未実施

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.000

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.000

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.000

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.000

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.000

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.000

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.000

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

チウラム mg/L 0.006以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.000

シマジン mg/L 0.003以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.000

ベンゼン mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.000

セレン mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.002 <0.002 <0.001

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.020 <0.108 <0.118 <0.040 <0.120 <0.177 <0.169 <0.153 <0.121 <0.030

フッ素 mg/L 0.8以下 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.050 <0.050

ホウ素 mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.020 <0.010 <0.010

項　　目 単　位 健康項目の基準値 H22 H23 H24

カドミウム mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.000

全シアン mg/L 検出されないこと 0.1 0.1 0.1

鉛         mg/L 0.1以下 <0.001 <0.001 <0.001

6価クロム  mg/L 0.05以下 <0.010 <0.010 <0.010

ヒ素   mg/L 0.05以下 <0.001 <0.001 <0.001

総水銀   mg/L 0.0005以下 <0.001 <0.001 <0.001

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと <0.0005 <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 <0.000 <0.000 <0.000

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 <0.000 <0.000 <0.000

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 <0.000 <0.000 <0.000

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 <0.000 <0.000 <0.000

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 <0.000 <0.000 <0.000

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 <0.000 <0.000 <0.000

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 <0.000 <0.000 <0.000

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 <0.000 <0.000 <0.000

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000

チウラム mg/L 0.006以下 <0.000 <0.000 <0.000

シマジン mg/L 0.003以下 <0.000 <0.000 <0.000

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 <0.000 <0.000 <0.000

ベンゼン mg/L 0.01以下 <0.000 <0.000 <0.000

セレン mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 <0.130 <0.126 <0.080

フッ素 mg/L 0.8以下 <0.060 <0.050 <0.060

ホウ素 mg/L 1以下 <0.010 <0.010 <0.010
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(2) 貯水池内 No.2（箱ヶ瀬橋地点：表層）の評価  

No.2 表層における各年の健康項目分析結果を表 5.5-13 に示す。  

健康項目の調査開始以降を対象に、健康項目の測定結果平均値または最大値を整理

した。その結果を表 5.5-13 に示すが、各項目とも環境基準を満足している。  

 

表 5.5-13(1) 健康項目の評価（No.2 表層:S43～S56） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

 

表 5.5-13(2) 健康項目の評価（No.2 表層：S57～H7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

 

項　　目 単 位 健康項目の基準値 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56

カドミウム mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.005 <0.005 未実施

全シアン mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.1 0.1 未実施

鉛         mg/L 0.1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.05 <0.05 未実施

6価クロム  mg/L 0.05以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.02 <0.02 未実施

ヒ素   mg/L 0.05以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.02 <0.02 未実施

総水銀   mg/L 0.0005以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00 <0.00 未実施

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

チウラム mg/L 0.006以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

シマジン mg/L 0.003以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ベンゼン mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

セレン mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

フッ素 mg/L 0.8以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ホウ素 mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

項　　目 単 位 健康項目の基準値 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7

カドミウム mg/L 0.01以下 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 未実施 <0.005 <0.005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

全シアン mg/L 検出されないこと 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 未実施 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

鉛         mg/L 0.1以下 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 未実施 <0.05 <0.05 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002

6価クロム  mg/L 0.05以下 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 未実施 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.020 <0.020

ヒ素   mg/L 0.05以下 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 未実施 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005

総水銀   mg/L 0.0005以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 未実施 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.001 <0.001

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.0005 <0.0005

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 0.0005 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.002 <0.002

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.000 <0.000

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.000 <0.000

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.002 <0.002

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.004 <0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.001 <0.001

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.001 <0.001

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00 <0.00 <0.00 <0.002 <0.002

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00 <0.00 <0.00 <0.001 <0.001

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.000 <0.000

チウラム mg/L 0.006以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.001 <0.001

シマジン mg/L 0.003以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.000 <0.000

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.002 <0.002

ベンゼン mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.001 <0.001

セレン mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.002 <0.002

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

フッ素 mg/L 0.8以下 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.10 未実施 未実施 <0.10 <0.10 <0.10 <0.10 <0.10 <0.100 <0.100

ホウ素 mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施
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表 5.5-13(3) 健康項目の評価（No.2 表層：H8～H21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

 

表 5.5-13(4) 健康項目の評価（No.2 表層：H22～H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

 

 

 

 

項　　目 単 位 健康項目の基準値 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

カドミウム mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

全シアン mg/L 検出されないこと 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

鉛         mg/L 0.1以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

6価クロム  mg/L 0.05以下 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.010 <0.010 <0.010

ヒ素   mg/L 0.05以下 <0.005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

総水銀   mg/L 0.0005以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 未実施 未実施 未実施

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.000 <0.000 <0.000

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.000 <0.000 <0.000

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.000 <0.000 <0.000

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.000 <0.000 <0.000

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.000 <0.000 <0.000

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.000 <0.000 <0.000

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.000 <0.000 <0.000

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

チウラム mg/L 0.006以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.000 <0.000 <0.000

シマジン mg/L 0.003以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.000 <0.000 <0.000

ベンゼン mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.000 <0.000 <0.000

セレン mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.020 <0.098 <0.118 <0.040 <0.121 <0.174 <0.174 <0.154 <0.112 <0.050

フッ素 mg/L 0.8以下 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.050 <0.050 <0.060

ホウ素 mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.010 <0.010 <0.010

項　　目 単 位 健康項目の基準値 H22 H23 H24

カドミウム mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.000

全シアン mg/L 検出されないこと 0.1 0.1 0.1

鉛         mg/L 0.1以下 <0.001 <0.001 <0.001

6価クロム  mg/L 0.05以下 <0.010 <0.010 <0.010

ヒ素   mg/L 0.05以下 <0.001 <0.001 <0.001

総水銀   mg/L 0.0005以下 <0.001 <0.001 <0.001

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと <0.0005 <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 <0.000 <0.000 <0.000

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 <0.000 <0.000 <0.000

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 <0.000 <0.000 <0.000

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 <0.000 <0.000 <0.000

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 <0.000 <0.000 <0.000

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 <0.000 <0.000 <0.000

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 <0.000 <0.000 <0.000

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 <0.000 <0.000 <0.000

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000

チウラム mg/L 0.006以下 <0.000 <0.000 <0.000

シマジン mg/L 0.003以下 <0.000 <0.000 <0.000

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 <0.000 <0.000 <0.000

ベンゼン mg/L 0.01以下 <0.000 <0.000 <0.000

セレン mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 <0.140 <0.125 <0.070

フッ素 mg/L 0.8以下 <0.070 <0.060 <0.060

ホウ素 mg/L 1以下 <0.010 <0.010 <0.010
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(3) 下流河川荒鹿橋の評価  

下流荒鹿橋における各年の健康項目分析結果を表 5.5-14 に示す。各項目とも環境

基準を満足している  

 

表 5.5-14(1) 健康項目の評価（荒鹿橋:S43～S56） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

 

表 5.5-14(2) 健康項目の評価（荒鹿橋:S57～H7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

 

項　　目 単　位 健康項目の基準値 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56

カドミウム mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.005 未実施 未実施 未実施 未実施 0.005 <0.005 <0.005 <0.005

全シアン mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005

鉛         mg/L 0.1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.1 0.1 <0.10 <0.10 <0.10

6価クロム  mg/L 0.05以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.05

ヒ素   mg/L 0.05以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.02

総水銀   mg/L 0.0005以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.02

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.0005

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

チウラム mg/L 0.006以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

シマジン mg/L 0.003以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

ベンゼン mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

セレン mg/L 0.01以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 <0.00

フッ素 mg/L 0.8以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ホウ素 mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

項　　目 単　位 健康項目の基準値 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7

カドミウム mg/L 0.01以下 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.001 <0.001 <0.001

全シアン mg/L 検出されないこと 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

鉛         mg/L 0.1以下 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.00 <0.002 <0.002

6価クロム  mg/L 0.05以下 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.020 <0.020

ヒ素   mg/L 0.05以下 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.020 <0.020

総水銀   mg/L 0.0005以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.001 <0.001

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと 0.0005 0.0005 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.002 <0.002

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.000 <0.000

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.000 <0.000

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.002 <0.002

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.004 <0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.001 <0.001

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.001 <0.001

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.002 <0.002

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.001 <0.001

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.000 <0.000

チウラム mg/L 0.006以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.001 <0.001

シマジン mg/L 0.003以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.000 <0.000

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.002 <0.002

ベンゼン mg/L 0.01以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.001 <0.001

セレン mg/L 0.01以下 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.00 <0.002 <0.002

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

フッ素 mg/L 0.8以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ホウ素 mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施
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表 5.5-14(3) 健康項目の評価（荒鹿橋:H8～H21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

 

表 5.5-14(4) 健康項目の評価（荒鹿橋:H22～H24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：福井県公共用水域水質測定結果 平成 20 年～平成 24 年】 

 

 

 

 

項　　目 単　位 健康項目の基準値 H22 H23 H24

カドミウム mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001

全シアン mg/L 検出されないこと ND ND ND

鉛         mg/L 0.1以下 <0.002 <0.002 <0.002

6価クロム  mg/L 0.05以下 <0.020 <0.020 <0.020

ヒ素   mg/L 0.05以下 <0.005 <0.005 <0.005

総水銀   mg/L 0.0005以下 <0.001 <0.001 <0.001

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 <0.000 <0.000 <0.000

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 <0.004 <0.004 <0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 <0.001 <0.001 <0.001

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 <0.001 <0.001 <0.001

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 <0.002 <0.002 <0.002

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000

チウラム mg/L 0.006以下 <0.001 <0.001 <0.001

シマジン mg/L 0.003以下 <0.000 <0.000 <0.000

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002

ベンゼン mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001

セレン mg/L 0.01以下 <0.002 <0.002 <0.002

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 <0.280 <0.335 <0.325

フッ素 mg/L 0.8以下 <0.100 <0.100 <0.100

ホウ素 mg/L 1以下 <0.020 <0.020 <0.020

項　　目 単　位 健康項目の基準値 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

カドミウム mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

全シアン mg/L 検出されないこと 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 ND

鉛         mg/L 0.1以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

6価クロム  mg/L 0.05以下 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020

ヒ素   mg/L 0.05以下 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.005 <0.005 <0.005

総水銀   mg/L 0.0005以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 未実施 未実施

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

四塩化炭素  mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

1,2ｰｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 1以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 <0.001 <0.003 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

1.3ｰｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

チウラム mg/L 0.006以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

シマジン mg/L 0.003以下 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000 <0.000

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

ベンゼン mg/L 0.01以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

セレン mg/L 0.01以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 未実施 未実施 未実施 <0.330 <0.338 <0.365 <0.355 <0.268 <0.265 <0.340 <0.455 <0.365 <0.280 <0.275

フッ素 mg/L 0.8以下 未実施 未実施 未実施 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100 <0.100

ホウ素 mg/L 1以下 未実施 未実施 未実施 <0.020 <0.070 <0.070 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.080 <0.020
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5.5.3 水温の変化に関する評価  

(1) 水温変化の発生要因と評価の視点  

ダム貯水池は河川と比較して水深が深く滞留時間が長いため、春期～夏期にかけて

水面に近いほど水温が高くなる現象が見られる。この場合、取水方法･位置によっては

流入水温と放流水温に差が生じる可能性があるため、その度合いを把握･評価する必要

がある。 

「水温の変化」としては、冷水放流と温水放流が挙げられ、これらの現象の評価は

流入水温に対して放流水温がどの程度変化しているのかにより行うものとする。  

 

冷水放流：ダム貯水池底層部からの放流や出水時の攪拌により、流入水温より低い

水温が放流されること。一般に流入水温が上昇する時期に、ダム貯水池

の水温上昇が遅れて進行する受熱期(春期～初夏)において発生すること

がある。 

温水放流：流入水温が低下していく時期に、ダム貯水池の水温低下が遅れて進行す

る放熱期(秋期～冬期)において発生することがある。 

 

(2) 冷水現象の把握  

九頭竜ダム貯水池における水温の変化の状況を把握するために、流入河川、放流水

(鷲ダム)及び発電用水を放流する湯上発電所放流口(図  5.1.1 参照)の水温の経時変化

を整理した結果(図 5.5.7)、放流水(鷲ダム)、9 月頃に冷水放流が発生していることが

わかる。また、流入河川と放流水(鷲ダム)の水温について比較を行った結果からも 7 月

～9 月の期間に冷水放流となる傾向が確認された (図 5.5.8)。さらに、平成 20 年以降

において水温差が 5℃以上と顕著な冷水放流は発生していない。  

なお、5℃以上の温水放流となる場合もあるが、九頭竜ダムにおける放流地点の評

価は鷲ダム(表層)で行うこととなるため、鷲ダムでの貯留による表層水温上昇の影響

を受ける可能性がある等、九頭竜ダムによる影響が不明であることから評価の対象と

しない。 

九頭竜ダムでは 2℃以下の冷水放流となる期間があるが、流域において水温に関す

る障害、苦情等は発生していない。  

 

(3) 夏季(4 月～9 月)表層取水による冷水現象の回避 

図 5.5.9 に平成 19 年～平成 24 年の水温鉛直分布及び発電取水標高を示す。九頭竜

ダムの発電取水は、敷高 EL+529m としたオープン取水を行っているが、4 月初旬から 9

月末においては、冷水放流を回避するため、表層取水に切り替えている。図 5.5.9 よ

り、表層取水とすることで冷水放流が回避されていることが確認できる。 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.7 (1) 流入水温と放流水温の経月変化（S54～H11） 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.7(2) 流入水温と放流水温の経月変化（H12～H24年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.8 流入･放流水温の比較（昭和52年～平成24年) 
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    白線：発電取水位置 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.9 水温鉛直分布と発電取水標高（平成20年～平成24年) 
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5.5.4 土砂による水の濁りに関する評価  

(1) 濁水長期化現象の発生要因と評価の視点  

ダム貯水池の存在により、洪水時に河川から流入してくる微細な土砂が、長期間にわ

たって貯水池内で沈むことなく浮遊する現象が見られることがある。この場合、取水方

法や位置によっては、流入濁度と放流濁度に差が生じる可能性があるため、その度合い

を把握･評価する必要がある。 

「土砂による水の濁り」による影響としては、濁水長期化現象が挙げられる。これは、

出水時の流入濁度(SS)に対してダム放流濁度(SS)がどの程度変化しているのか(どのく

らいの期間、放流濁度(SS)>流入濁度(SS)となるか)を指標に判断される。 

濁水長期化現象とは、出水時の濁水が貯水池内に流入･混合し、ダム貯水池が高濁度

化することによって生じる。特に粒子の細かい濁質成分の場合、ダム貯水池内での濁水

沈降が遅くなるため、長期間に渡って高濁度水を放流し続けることになる。これにより

漁業や上工水利用などの障害、並びに魚類生息などの生態系に影響を及ぼすことがある。 

 

(2) SS 経月変化の整理  

九頭竜ダム貯水池における SS の変化の状況を把握するために、流入･放流 SS の経月

変化の比較を行った。その結果を図 5.5.11 に示す。 

平成 20 年(2008 年)から平成 24 年(2012 年)までの調査において、放流 SS が流入 SS

を上回る日数は 45/59 日であるが、このうち、放流 SS と流入 SS の差が 5mg/L 以上の日

数は 0 日であり、顕著な濁水長期化は発生していない。なお、冷水放流でも述べた通り、

放流地点が鷲ダム（表層）での評価となるため、通常の場合における放流水温とは若干

データの持つ意味が異なることに留意が必要である。 

また、流入 SS（No.1,No.8,No.9）と放流 SS（No.7）の比較を図 5.5.10 に示す。水温

とは異なって 45°線（流入と放流が同程度）付近にはデータは固まっておらず、放流 SS

の方が流入 SS よりも小さくなっている場合も多く認められることが分かる。しかしな

がら、放流水質は 5mg/L 未満となっていることから、九頭竜ダム貯水池による濁水長期

化は確認されない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5.10 流入･放流SSの比較（H20年～H24年)
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.11(1) 流入SSと放流SSの経月変化（S54～H11年) 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.11(2) 流入SSと放流SSの経月変化（H12～H24年) 
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5.5.5 富栄養化現象に関する評価  

一般に富栄養化現象とは、貯水池内の栄養塩類の増加により、植物プランクトンの異

常増殖が発生することである。これにより、アオコによる悪臭の発生などの障害を起こ

すこともある。富栄養化の状況を把握するために、流入水質と貯水池表層水質の経月変

化、貯水池内の植物プランクトン発生状況、既往の水質障害発生状況等から整理評価す

る。 

 

(1) 流入水質と貯水池表層水質の経月変化  

九頭竜ダムの富栄養化傾向を確認するため、水質調査の実施されている昭和 52 年以

降における流入（No.1,No.8,No.9）、箱ヶ瀬橋地点（No.2）、ダムサイト（NO.6）のク

ロロフィル a 濃度、COD 濃度、T-N 濃度、T-P 濃度、植物プランクトン細胞数の推移を

図 5.5.12 に示す。出水時と見られる一部を除き、流入 COD、T-P、T-N ともに低レベ

ルであり、貯水池表層水質も概ね COD2mg/L 以下と良好であるが、クロロフィル a の上

昇する秋口には 2mg/L を超える場合も見受けられる。 

植物プランクトン細胞数はほぼ 10～1,000cells/mL の間で推移しており、優占種は

概ね珪藻類である。 

近年では、平成 19 年、平成 20 で 2000 cells/mL を超過しているが、この期間での

クロロフィル a は 20μg/L 以下で推移していた。 

また、藻類についての継続的な調査が開始された平成 8 年（1996 年）以降、「アオ

コ」の原因藻類となる藍藻類はほとんど発生していない。 

貯水池表層のクロロフィル a 濃度は一時的に 10μg/l 以上の濃度を示すこともある

が、概ね 10μg/l 未満で経年的にも横ばいで推移しており、富栄養化が問題となるレ

ベルとはなっていない。 

 

 



定期報告書(案) 九頭竜ダム 

5.水質 

 5-146 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.12 (1) 富栄養化評価関連項目の経月変化 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.12 (2) 富栄養化評価関連項目の経月変化 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.12 (3) 富栄養化評価関連項目の経月変化 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.12 (4) 富栄養化評価関連項目の経月変化 
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【出典：平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.12 (5) 富栄養化評価関連項目の経月変化 
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(2) Vollenweider モデルによる富栄養化評価  

近 5 ヶ年を対象に、九頭竜ダム貯水池の富栄養化ポテンシャルを評価するため、

Vollenweider モデルを適用した。その結果を図 5.5.13 に示す。 

いずれの年も、富栄養化の可能性が低い領域に位置している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5.13 Vollenweiderモデルによる九頭竜ダム富栄養化評価 

 

●参考:ボーレンワイダー(Vollenweider)モデルの定義 

自然湖沼やダム貯水池における富栄養化現象発生の可能性を予測するモデルである。 

横軸に平均水深と年回転率の積を、縦軸に年間リン流入負荷量を取り、L=0.01(10+H･

α)より下方に図示される範囲は富栄養化現象の可能性が極めて低く、L=0.03(10+H･

α)より上方に図示される範囲は発生の可能性が高いとされている。また、この 2 直線

の間は富栄養化現象の可能性は低いとされている。 

 

評価 L 

富栄養の状態 L > 0.03(10+H･α) 

中栄養の状態 0.03(10+H･α) < L < 0.01(10+H･α) 

貧栄養の状態 L < 0.01(10+H･α) 

L=P(Vp+H･α) 

ここで、L:単位面積当たりの総リン負荷(g/m2/年)、 
P:貯水池の年間平均総リン濃度(mg/L)、 
Vp:リンの見かけの沈降速度(m/年)、 
H:平均水深(m)、α:年回転率(回/年) 
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(3) 富栄養化現象に関する評価のまとめ  

九頭竜ダムにおける富栄養化に関する評価を以下にまとめる。 

 

 流入水質は、平均 T-P 濃度が 0.01mg/L 未満と植物プランクトンの増殖環境としては

低い値で推移している。 

 クロロフィル a については、年間平均値は 2.5μg/L 前後で横這いであり、植物プラ

ンクトンの増殖に伴う内部生産の影響をうけた初夏～秋にかけて 20μg/L 以上とな

ることもある。 

 植物プランクトンについては、アオコの原因種となる藍藻はほとんど発生しておら

ず、珪藻類が 4～6 月に発生する。4～5 月の融雪出水による栄養塩の流入、それ以

降の水温上昇に伴うものと考えられる。 

 貯水池内でのアオコ、淡水赤潮の発生による下流への影響や障害および苦情等は今

のところ報告されていない。 

 Vollenweider モデルによれば、九頭竜ダムは「富栄養化現象発生の可能性が低い」

と評価される。 

 

以上のことから、九頭竜ダム貯水池における富栄養化現象に関しては、緊急的な課題で

はないと考えられるが、淡水赤潮の発生はしばしば確認されていることから、継続した監

視体制が必要であると考えられる。 
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5.5.6 DO に関する評価  

(1) 貯水池 DO の鉛直分布の経月変化  

近 5 ヶ年における DO 濃度鉛直分布を図 5.5.14 に示す。 

九頭竜ダム貯水池内では、例年 9～10 月頃に底層の DO が低下し、12 月頃まで下層の

DO 濃度が低い状態が続く。要因としては底泥や底部水の有機物による酸素消費と、底層

部水塊の滞留に伴う上層からの酸素供給の低下が考えられる。 

ただし、無酸素状態に近いようなレベルに低下することは少なく、1 月には鉛直循環

により回復する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.14(1) DO鉛直分布図(平成19年～21年)
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【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.14(2) DO鉛直分布図(平成22年～24年) 

3月 4月 5月 6月
7月 8月 9月 10月
11月 12月
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(2) 放流水の DO に関する評価  

前述の通り、九頭竜ダムにおいては、ごく一時的に底層部で低下が見られる他は、DO

濃度の低下は認められず、また、図 5.5.15 に示すとおり、下流（No.7）の DO 濃度の低

下も見られないことから、貧酸素水放流による影響は小さいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：水質調査業務報告書（九頭竜ダム）・データ 平成 20 年～平成 24 年】 

図 5.5.15 流入DOと放流DOの推移 
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5.5.7 水質縦断変化による貯水池の影響評価  

近 10 ヶ年（平成 9 年～18 年(1997 年～2006 年)）を対象に、九頭竜ダムの水質縦断変化

として本川流入地点（No.1）から荒鹿橋まで流下するに伴って水質がどのように変化して

いるのかを示し、ダム貯水池の影響について評価する。 

年平均水質の縦断変化を図 5.5.16 に、これを基にダム貯水池の影響について評価した

結果を表 5.5-15 に示す。年平均値、または年間 75%値による評価では、ダム貯水池による

下流への影響は認められないものとなっている。 

 

表 5.5-15 水質縦断変化による貯水池の影響評価 

項目 貯水池の影響評価 

水温 流入に対しダム湖表層でやや上昇するものの、下流 No.7（鷲ダム湖内

表層）、荒鹿橋では流入とほぼ同程度に近い水温となっており、ダム貯

水池による下流への影響は地裁と考えられる。 

ただし、水温成層期である夏～初秋にかけて、冷水放流が発生してい

ることから、ダム貯水池下流への影響には充分注意が必要である。 

pH 流入に対しダム湖表層でわずかに上昇するが、下流 No.7（鷲ダム湖内

表層）では流入に近いレベルとなる。荒鹿橋では流入とほぼ同程度の

pH となっていることから、ダム貯水池による下流への影響は小さいと

考えられる。 

BOD 流入に対しダム湖表層はやや高い値を示すが、下流 No.7（鷲ダム湖内

表層）では流入に近いレベルとなる。また、下流の荒鹿橋では再び上

昇するが、これは途中の市街地等からの流入等による影響と考えられ

る。したがって、ダム貯水池による下流への影響は認められない。 

SS 流入からダム湖表層、下流 No.7（鷲ダム湖内表層）、荒鹿橋にかけて

大きな変化はなく、ダム貯水池による下流への影響は認められない。 

ただし、5.1.1 にも示したように、過去に最大規模の出水後には濁水

長期化が発生することが明らかとなっており、ダム貯水池下流への影

響には充分注意が必要である。 

DO 流入からダム湖表層、下流 No.7（鷲ダム湖内表層）、荒鹿橋にかけて

大きな変化はなく、ダム貯水池による下流への影響は認められない。 

大腸菌群数 流入に対しダム湖表層では減少する傾向にあり、下流 No.7（鷲ダム湖

内表層）から荒鹿橋にかけては再び上昇するが、これは途中の市街地

等からの流入等による影響と考えられる。したがって、ダム貯水池に

よる下流への影響は認められない。 

COD 流入に対しダム湖表層は内部生産の影響によりやや高い値を示すが、

下流 No.7（鷲ダム湖内表層）、荒鹿橋では流入に近いレベルとなる。

したがって、ダム貯水池による下流への影響は認められない。 

T-N 流入からダム湖表層にかけて若干高くなるものの、下流 No.7（鷲ダム

湖内表層）にかけて大きな変化はなく、ダム貯水池による下流への影

響は認められない。 

T-P 流入からダム湖表層、下流 No.7（鷲ダム湖内表層）にかけて大きな変

化はなく、ダム貯水池による下流への影響は認められない。 

クロロフィル

a 

流入に対しダム湖表層で上昇するものの、下流 No.7（鷲ダム湖内表層）

ではやや低減する。濃度レベルとしては No.7 で 5μg/l 以下であり、

ダム貯水池による下流への著しい影響は認められない。 
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図 5.5.16(1) 九頭竜ダム水質縦断変化 
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図 5.5.16(2) 九頭竜ダム水質縦断図 
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図 5.5.16(3) 九頭竜ダム水質縦断図 
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図 5.5.16(4) 九頭竜ダム水質縦断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5.16(5) 九頭竜ダム水質縦断図 
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5.6 水質保全施設の評価 

平成 20 年から平成 24 年の 5 ヶ年に設置及び稼働させた保全施設はない。以下では、平

成 19 年以前に実施した水質保全施設を整理する。 

 

5.6.1 水質保全施設の導入背景と導入計画  

九頭竜ダム流域の年間降水量は約 3,000～3,500mm と多く、特に冬期の積雪は約 3～5m

に達することから、雪崩による斜面崩壊が多く発生している。山林伐採も相まって、梅雨

や台風等による出水においては、濁質が貯水池に流入し、長期にわたって下流河川が濁る

現象が見られた。 

特に昭和 51 年の台風 17 号による降雨（久沢雨量観測所で時間最大降雨 45mm、6 日間で

の累加雨量は 850mm）では、ダム上流域の各所で山崩れや土石流等が発生し、大量の土砂

が貯水池に流入した。その結果、貯水池全体が濁水化し、長野発電所放流口での濁度が平

常値（5 程度）に回復するまで、約 80 日を要した。 

このような状況を踏まえ、濁水の長期化軽減を目的として、「九頭竜ダム貯水池水質保

全事業」が昭和 62 年度（1987 年度）～平成 12 年度（2000 年度）に実施された。 
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5.6.2 水質保全施設の設置状況の整理  

なお、九頭竜ダムでは濁水の長期化軽減を目的として、「九頭竜ダム貯水池水質保全事

業」が昭和 62 年度（1987 年度）～平成 12 年度（2000 年度）に実施されている。 

事業概要を表 5.6-1 および図 5.6.1 に整理する。事業の内容としては、発生源対策と

しての崩壊地対策と流入対策としての堰堤建設である。 

 

表 5.6-1 九頭竜ダム貯水池水質保全事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【出典 : 平成 20 年度 九頭竜ダム定期報告書 平成 21 年 2 月】 

図 5.6.1 九頭竜ダム貯水池水質保全事業実施箇所位置図 
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5.6.3 水質保全施設の効果把握と評価  

九頭竜ダムでは、特に昭和 51 年の台風 17 号による降雨において、濁水が長期化し、

濁度が平常値（5 程度）に回復するまで約 80 日を要したが、平成 19 年以降において、

濁水の長期化は確認されていない。 
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5.7 まとめ 

5.7.1 水質の評価 

水質の評価を取りまとめ、表 5.7-1 に一覧で示す。 

表 5.7-1  水質評価一覧表 

項 目 検討結果 等 評 価 改善の必要性 

年間値 

からの 

評 価 

流入本川の平成 20 年から平成 24 年までの平
均水質は、水温 :11.9℃、 pH:7.5、 BOD75%
値:0.2mg/L、SS:1.0 mg/L、DO:9.9mg/L、大
腸 菌 群 数 :260MPN/100mL、 T-N:0.17mg/L、
T-P:0.004mg/L、ｸﾛﾛﾌｨﾙ a:0.6μg/L となって
いる（p5-23 参照）。 
箱ヶ瀬橋表層の平成 20 年から平成 24 年まで
の平均は、水温 :16.6℃、 pH:7.9、 BOD75%
値:0.9mg/L、SS:2.3mg/L、DO:9.6mg/L、大腸
菌 群 数 :74MPN/100mL 、 T-N:0.25mg/L 、
T-P:0.008mg/L、ｸﾛﾛﾌｨﾙ a:6.8μg/L となって
いる（p5-37 参照）。 
放流の平成 20 年から平成 24 年までの平均
は、水温: 13.9℃、pH:7.5、BOD75%値:0.7mg/L、
SS:1.5mg/L 、 DO:9.5mg/L 、 大 腸 菌 群
数 :189MPN/100mL 、 T-N: 0.24mg/L 、
T-P:0.006mg/L、ｸﾛﾛﾌｨﾙ a:3.4μg/L となって
いる（p5-23 参照）。 

流入から貯水池内、下流河川
にかけて、水質に大きな変化
は見られない(p5-165 参照)。 
生活環境項目は、大腸菌群数
を除き、ほぼ環境基準を満足
している。(p5-129 参照)。 
健康項目は全ての項目で環
境 基 準 値 を 満 足 し て い る
(p5-143 参照)。 

現時点で 
必要なし 

( 現 状 調 査 の 継
続) 

水温の変

化 

平成 20 年から平成 24 年までで放流水温が流
入水温を下回る日数は 19/46 日であり、その
うち水温差が 5℃以上となるのは 0/46 日で
あり、顕著な冷水放流は発生していない。(ｐ
5-138 参照)。 
年平均では、放流水温は流入水温よりもやや
高い程度（年平均 2.0℃差）の水温で放流さ
れている（p5-23 参照)。 

水温による障害・苦情等は発
生していないが、流入水温に
対して下流水温が低下し、冷
水放流が生じている可能性
がある。このため、下流河川
の生物への影響が懸念され
る。 

ダム直下の観測
地点が鷲ダム内
であり、放流水温
を測定していな
い。現象把握のた
め、モニタリング
調査が必要であ
る。 

土砂によ

る 

水 の 濁 り 

平成 20 年から平成 24 年までで放流 SS が流
入 SS を上回る日数は 31/49 日である。この
うち、放流 SS と流入 SS の差が 5mg/L 以上の
日数は 0 である（p5-149 参照)。 
 

放流 SS が流入 SS を上回る場
合はあるものの、概してその
差は小さい。 
最大規模の出水時において
は、濁水長期化現象が生じる
ことはあるが、「九頭竜ダム
貯水池水質保全事業」の実施
により、その程度は軽減され
ている（p5-135～137 参照)。 

引き続き濁水長
期化の動向に対
する注意が必要

である 
( 現 状 調 査 の 継
続) 

富栄養化 

現象 

継続的な調査が開始された平成 8 年(1996
年)以降、アオコの原因となる藍藻類はほと
んど発生していない。また、植物プランクト
ン細胞数は平成 20 年に 3,000cells/mL 以上
を記録したが、ほぼ 10～1,000cells/mL の値
で推移しており、優占種は概ね珪藻類である
（p5-152 参照)。 
ダムサイト表層のｸﾛﾛﾌｨﾙ aの年平均値は経年
的に 5μg/L 以下の横ばいで推移しており、
富栄養化が問題となるレベルとはなってい
ない (p5-38 参照)。 

九頭竜ダム貯水池では大き
な水質障害を引き起こすよ
うな富栄養化現象は発生し
ていないが、局所的に淡水赤
潮の発生等も認められるこ
とから(p5-119 参照)、引き続
き富栄養化の動向に対する
注意が必要である 

引き続き富栄養
化の動向に対す
る注意が必要で

ある。 
( 現 状 調 査 の 継
続) 

DO 

貯水池底層付近において 9～12月頃にかけて
DO の低下が認められるが、ほとんどの場合 4
～5mg/L 程度の濃度レベルであり、深刻な嫌
気状態には達していない。また、放流 DO の
調査結果より貧酸素水は放流されていない
ものと考えられる。また、仮に貧酸素水を放
流した場合でも、再曝気による DO 回復が得
られることから、DO に対する影響はないもの
と考えられる (p5-161 参照)。 

貯水池底層においても極度
の嫌気状態には達しておら
ず、溶出を促進する程の状態
ではない。 
また、貧酸素水は放流されて
おらず、また、仮に放流され
ても再曝気により DO 回復が
得られることから、ダムによ
る影響はないと考えられる。 

現時点で 
必要なし 

( 現 状 調 査 の 継
続) 
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5.7.2 まとめ 

ダム貯水池及び下流河川において、大腸菌群数を除く各項目について、環境基準（河川

ＡＡ類型、河川Ａ類型）を満足している。 

水温：定期水質調査結果では、流入河川より下流河川の方が水温が高く、冷水放流は確

認されていない。 

濁水：定期水質調査結果では、下流河川のＳＳは、すべて 5mg/L 未満となっており、1

ヶ月以上に及ぶような濁水長期化現象は確認されなかった。 

富栄養化：淡水赤潮の発生が確認されているが、貯水池の栄養塩レベルは低く、アオコ

等の富栄養化現象は発生していない。なお、水利用等への影響は発生していない。 

 

5.7.3 今後の方針 

本定期報告の対象期間内では、冷水・濁水現象やアオコのような富栄養化現象は発生し

ていないが、温水放流や淡水赤潮の発生が確認されている。この点を踏まえて、以下の２

点を今後の方針として水質管理を行っていく。 

定期水質調査や湖面巡視等の継続的な水質監視を行うとともに、水質異常の発生時には、

発生状況を記録し、必要に応じて植物プランクトン調査等の臨時調査を実施する。 

温水放流については、魚類や底生動物への影響が懸念されるため、河川水辺の国勢調査

等において、これら生物の生息・生育状況を監視していく。 
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